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息をのむ大自然 
　渓谷の絶景に包まれて 
息をのむ大自然 
　渓谷の絶景に包まれて 

11 25月 日発行 

　１１１１月９日、秋が深まりつつある阿瀬渓月９日、秋が深まりつつある阿瀬渓
谷谷（日高町羽尻）（日高町羽尻）で紅葉ウオークが開催さで紅葉ウオークが開催さ
れ、約れ、約１２０１２０人が参加しました。人が参加しました。
湯の原温泉オートキャンプ場を発着点　湯の原温泉オートキャンプ場を発着点
とするとする１２ｋｍ１２ｋｍのコースを、参加者はマイのコースを、参加者はマイ
ペースで歩き、時間とともに表情を変えペースで歩き、時間とともに表情を変え
る渓谷の景観に包まれながら、心洗われる渓谷の景観に包まれながら、心洗われ
るひとときを過ごしていました。るひとときを過ごしていました。　

阿瀬渓谷紅葉ウオーク阿瀬渓谷紅葉ウオーク
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韓国 慶  尚  南  道 
キョム サム ナン ドウ

 昌  寧 
チャン ニョン

郡に広がるラムサール登録湿地の「 牛  浦 沼」
ウ ボ

　

正
式
名
称
は
「
特
に
水
鳥
の
生

息
地
と
し
て
国
際
的
に
重
要
な
湿

地
に
関
す
る
条
約
」
と
言
い
ま
す
。

自
然
資
源
の
保
全
と
持
続
可
能
な

利
用
に
関
す
る
初
の
国
際
条
約
と

し
て
、１
９
７
１
年
に
カ
ス
ピ
海

（
イ
ラ
ン
）沿
岸
の
都
市
ラ
ム
サ
ー

ル
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

湿
地
の
「
保
全
」
と
「
賢
明
な

利
用
（W

ise
U
se

     

）」
が
基
本
原

ワ
イ
ズ 

ユ
ー
ズ

則
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
」っ
て
？

第第第第第第第第第第

回回回回回回回回回回
ララララララララララ
ムムムムムムムムムム
ササササササササササ
ーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルル
条条条条条条条条条条
約約約約約約約約約約
締締締締締締締締締締
約約約約約約約約約約
国国国国国国国国国国
会会会会会会会会会会
議議議議議議議議議議

第　

回
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
締
約
国
会
議（（（（（（（（（（（
韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓
国国国国国国国国国国
））））））））））でででででででででで

韓
国
）で

１１１１１１１１１１００００００００００１０

豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊
岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡
のののののののののの
取取取取取取取取取取
組組組組組組組組組組
みみみみみみみみみみ
をををををををををを
ＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰ
ＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲ
！！！！！！！！！！

豊
岡
の
取
組
み
を
Ｐ
Ｒ
！

　１０月２８日から１１月４日までの８日間、韓国の 昌原  市で開催された第
チャンウォン

１０回ラムサール条約締約国会議関連行事に、中貝市長をはじめ市内の
小学生やＮＰＯ（民間非営利団体）のメンバーが参加しました。ラム
サール条約に関する豊岡市の動きと合わせてお知らせします。

《問合せ》コウノトリ共生課　�２１－９０１７

屋久島永田浜 

久米島の渓流・ 
湿地 

漫湖 
慶良間諸島海域 

名蔵アンパル 

大山上池・ 
下池 

片野鴨池 

佐潟 
瓢湖 

尾瀬 

三方五湖 

中海 宍道湖 

秋吉台地下水系 

くじゅう坊ガツル・ 
タデ原湿原 

今回登録湿地（2008年） 

既登録湿地 

串本沿岸海域 

琵琶湖 
藤前干潟 

谷津干潟 

奥日光の湿原 

化女沼 

蕪栗沼・周辺水田 

伊豆沼・内沼 

仏沼 

厚岸湖・別寒辺牛湿原 

釧路湿原 霧多布湿原 

風蓮湖・春国岱 阿寒湖 

濤沸湖 

野付半島・野付湾 

クッチャロ湖 

サロベツ原野 

雨竜沼湿原 

宮島沼 

ウトナイ湖 

藺牟田池 

ラムサール条約湿地 

登録湿地数 

総　面　積 

37カ所 

131,027 ha

【日本のラムサール条約登録湿地位置図】
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条
約
を
締
約
し
て
い
る
国
々
に

よ
り
、
定
期
的
に
会
議
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

日
本
は
１
９
８
０
年
に
条
約
に

加
入
し
、
釧
路
湿
原
を
最
初
に
登

録
し
ま
し
た
。
今
回
の
会
議
に
は
、

１
６
０
カ
国
か
ら
約
２
千
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
息

地
で
あ
る
円
山
川
下
流
域
を
中
心

と
し
た
湿
地
を
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
湿
地
に
登
録
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

隣
国
で
行
わ
れ
る
締
約
国
会
議

の
機
会
を
捉
え
、
関
連
行
事
で
豊

岡
の
取
組
み
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

・
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
と
し
て

認
め
ら
れ
、
世
界
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
国
内
、
世
界
と
の
学
術
的
な
交

流
や
人
的
交
流

が
進
み
ま
す
。

・
観
光
資
源
と
し

て
付
加
価
値
が

得
ら
れ
ま
す
。

「
締
約
国
会
議
」っ
て
？

な
ぜ
、豊
岡
か
ら

参
加
し
た
の
？

登
録
に
よ
る
効
果
は
？

　

生
物
多
様
性
を
支
え
る
湿
地
が

乱
開
発
な
ど
に
よ
り
世
界
規
模
で

減
り
続
け
て
い
る
中
で
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
野
生
復
帰
や
災
害
復
興
の
過

程
で
湿
地
を
保
全
・
再
生
・
創
造

し
、
賢
明
に
利
用
し
よ
う
と
す
る

豊
岡
の
取
組
み
は
、
異
彩
を
放
っ

て
い
ま
す
。

　

人
と
自
然
の
共
生
の
歩
み
を
世

界
に
示
す
た
め
に
も
、
豊
岡
は
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
の
輪
に
加
わ
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
理
解
と
応

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

条
約
湿
地
登
録
に
向
け
て

　

中
貝
市
長
が
、
締
約
国
会
議
に
関
係
す
る
要
人
と
面
談
す
る
と
と
も
に
、

会
議
中
に
開
催
さ
れ
た
関
連
行
事
に
お
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

豊
岡
の
取
組
み
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。（
関
連
記
事　

ペ
ー
ジ
掲
載
）

１１

●
市
長
が
…
！

　

城
崎
小
学
校
５
年
生
３
人
、
小
坂
小
学
校
６
年
生
２
人
の
計
５
人
が「
Ｋ

Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ラ
ム
サ
ー
ル　

韓
国
」
に
参
加
し
、
日
本
や
韓
国
で
湿
地
の
大
切

ｉｎ

さ
を
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
と
、
互
い
の
取
組
み
発
表
や
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

●
子
ど
も
た
ち
が
…
！

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
コ
ウ
ノ
ト
リ
湿
地
ネ
ッ
ト
（
城
崎
町
戸
島
）
の
メ
ン
バ
ー
が

「
世
界
Ｎ
Ｇ
Ｏ
湿
地
会
議
」
の
議
論
に
加
わ
る
と
と
も
に
、
ポ
ス
タ
ー
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
取
組
み
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
…
！

　

円
山
川
下
流
域
に
お
け
る
コ
ウ

ノ
ト
リ
生
息
地
の
核
と
な
る
「
ハ

チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
」（
城
崎
町

戸
島
）
の
整
備
工
事
が
進
行
中
で

す
。
今
年
度
内
の
完
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

湿
地
を
整
備
中
で
す

 
関
連
情
報 

▲中貝市長（左）・慶尚南道の知事（右）

※ＮＧＯ…非政府組織
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環
境
経
済
の
取
組
み
が 

　
　
　 

広
が
っ
て
い
ま
す 

　

市
で
は
、
環
境
を
良
く
す
る
活
動
に
よ
っ
て
経
済
効
果
が
生
ま
れ
、
そ
の
経
済
効
果

に
よ
っ
て
環
境
を
良
く
す
る
活
動
が
活
発
に
な
り
、
さ
ら
に
経
済
効
果
が
高
ま
る
よ
う

な
仕
組
み
を
「
環
境
経
済
」
と
呼
ん
で
、
取
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
組
み
事
例
と
支
援
策
を
紹
介
し
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

《
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
環
境
政
策
係
�　

－

９
０
1
７

２１

生きものがいっぱい 高く売れる 

〈環境経済の事例〉 

コウノトリ育む農法による水稲作付面積 

環 境  経 済  

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

220

0.7 14.4
37.0

84.0

124.1 139.0

44.1
32.9

12.4

4.7

1.8

96.4

41.7
16.2

0.7

157.0

183.1

H15 H16 H17 H18 H19 H20（年度） 

（ha） 

無農薬 
減農薬 

平成１９年度産米のＪＡ出荷価格
（コシヒカリ３０ｋｇ当たり）

価格差価　格種　　類

　　　６，９００円一般慣行農法

１．２５倍　８，６００円コウノトリ育む農法
（減農薬）

１．５７倍１０，８００円コウノトリ育む農法
（無農薬）

　

農
薬
や
化
学
肥
料
に
頼
ら
ず
、
農
業
を

し
な
が
ら
多
様
な
生
き
も
の
を
育
み
ま
す
。

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法

　

安
全
・
安
心
な
米
と
多
様
な
生
き
も
の

（
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
エ
サ
）を
同
時
に
育
む
農

法（
平
成　

年
度
約
１
８
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

２０

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
舞

　

安
全
・
安
心
な
農
産
物
を
市
が
認
証　

（
平
成　

年
度
約
３
６
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

１９

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
大
豆

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
輪
作
体
系
と

し
て
栽
培
。
関
西
大
豆
協
会
と
契
約
し
、

一
般
大
豆
の
約
３
倍
の
価
格
で
出
荷

・
フ
ク
ノ
ハ
ナ
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

全
国
で
も
出
石
地
域
だ
け
で
栽
培
さ
れ

て
い
る
酒
米
フ
ク
ノ
ハ
ナ
で
純
米
酒
、

和
菓
子
、
化
粧
品
な
ど
を
開
発

②
豊
岡
型
環
境
創
造
型
農
業
の
推
進

▲出石地域の水稲作付面積の約
２割

　

豊
岡
で
作
ら
れ
た
も
の
を
豊
岡
で
消

費
・
利
用
し
、
環
境
を
保
全
す
る
と
と
も

に
、
市
内
の
企
業
・
生
産
者
を
支
え
ま
す
。

・
豊
岡
鞄　

　

豊
岡
製
の
優
れ
た
鞄
を
地
域
団
体
商
標

登
録
に
よ
り
明
確
化
（　

品
目
）

５６

・
マ
ロ
ニ
エ
の
里
認
証
商
品

　

日
高
地
域
の
農
産
物
な
ど
を
使
用
し
た

安
全
・
安
心
な
加
工
食
品
を
開
発
（　
４７

品
目
）

・
出
石
皿
そ
ば
協
同
組
合

　

豊
岡
産
の
そ
ば
粉
を
積
極
的
に
使
用

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗
（
祥
雲
寺
）

　

豊
岡
に
こ
だ
わ
っ
た
土
産
な
ど
を
販
売

・
豊
岡
産
食
材
の
学
校
給
食

　

米
は
、す
べ
て
豊
岡
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
。２

カ
月
に
３
回
の
割
合
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
育

む
農
法
に
よ
り
栽
培
さ
れ
た
米
を
使
用

①
豊
岡
型
地
産
地
消
の
推
進

5
つ
の
柱
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す

▲豊岡らしい土産がいっぱい
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環
境
を
良
く
す
る
活
動
に
よ
り
、
利
益

を
生
み
出
す
企
業
を
増
や
し
ま
す
。

・
カ
ネ
カ
ソ
ー
ラ
ー
テ
ッ
ク
（
神
美
台
）

　

太
陽
電
池
を
製
造
。年
産　

メ
ガ
ワ
ッ
ト

２０

で
生
産
を
開
始
し
、現
在
は
年
産　

メ
ガ

７０

ワ
ッ
ト（
一
般
家
庭
約
２
万
３
千
戸
分
）

・
オ
ー
ク
（
寿
町
）

　

廃
タ
イ
ヤ
を
利
用
し
た
振
動
伝
播
阻
止

法
を
開
発
。
大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
や
岡
山

県
内
の
国
道
で
施
工
予
定

・
神
鍋
白
炭
工
房
（
日
高
町
栗
栖
野
）

　

木
炭
の
量
産
化
設
備
を
開
発
。
間
伐
材

な
ど
里
山
の
資
源
の
利
用
拡
大

・
Ｊ
Ａ
全
農
兵
庫
但
東
畜
産
セ
ン
タ
ー　

（
但
東
町
小
谷
）

　

牛
舎
の
敷
材
（
牛
ふ
ん
と
お
が
く
ず
な

ど
）
を
発
酵
さ
せ
た
堆
肥
を
製
造

④
環
境
経
済
型
企
業
の
集
積

▲太陽電池を製造しているカネカソー
ラーテック

　

豊
岡
固
有
の
自
然
、
歴
史
、
伝
統
、
文

化
な
ど
の
資
源
や
心
地
良
さ
を
磨
き
、
つ

な
い
で
、
豊
岡
ら
し
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
つ

く
り
ま
す
。

・
国
内
外
か
ら
視
察
者

　

研
究
者
、
農
業
・
行
政
・
報
道
関
係
者

な
ど
が
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
な
ど
を

視
察
し
、
豊
岡
に
滞
在
・
宿
泊

・
中
国
か
ら
修
学
旅
行
生

　

小
・
中
学
生
が
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰

や
市
民
の
取
組
み
な
ど
を
学
習

・
た
け
の
ス
タ
イ
ル

　

竹
野
地
域
の
自
然
を
体
験
し
て
学
ぶ
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

・
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

京
阪
神
か
ら
３
１
８
人
が
、
日
帰
り
で

ご
み
拾
い
に
参
加（
約
１
ト
ン
を
収
集
）

③
コ
ウ
ノ
ト
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開

▲観光客らでにぎわう県立コウノトリの郷公園

　

豊
岡
に
あ
る
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利

用
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
と
経
済
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

・
使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
の
回
収
・
燃
料

と
し
て
再
利
用

　

竹
野
ふ
る
さ
と
創
生
協
会
と
城
崎
環
境

衛
生
推
進
協
議
会
が
、
小
売
店
の
協
力

を
得
て
回
収
し
、精
製
業
者
に
売
却（
平

成　

年
度
約
１
、５
０
０
リ
ッ
ト
ル
）

１９

・
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

①
菜
の
花
を
栽
培
↓
②
菜
種
油
を
学
校

給
食
で
使
用
↓
③
燃
料
に
精
製
↓
④
給

食
の
配
送
車
な
ど
で
利
用

・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
設
置

　

木
質
ペ
レ
ッ
ト（
木
く
ず
を
固
形
化
し
た

燃
料
）

を
使
用

す
る
ス

ト
ー
ブ

を
市
の

公
共
施

設
に
設

置

⑤
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

▲燃料費と二酸化炭素
排出量を削減

▲木質ペレット

●
豊
岡
型
地
産
地
消
の
推
進

・
学
習
会
、
調
理
実
習
な
ど
の
講
師
紹
介

・
市
場
な
ど
の
見
学
の
斡
旋

●
豊
岡
型
環
境
創
造
型
農
業
の
推
進

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
な
ど
に
、
新
た

に
取
り
組
む
農
家
へ
の
研
修
会
の
開
催

・
転
作
田
を
活
用
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ
と
冬

期
湛
水
の
水
田
管
理
を
農
家
に
委
託

・「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
舞
」農
産
物
の
残
留　

農
薬
検
査
費
用
の
負
担

●
コ
ウ
ノ
ト
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開

・
旅
行
会
社
と
の
商
品
企
画

・
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

●
環
境
経
済
型
企
業
の
集
積

・
研
究
開
発
、
設
備
投
資
へ
の
補
助

・
大
学
な
ど
の
研
究
者
の
紹
介

・
中
小
企
業
者
向
け
の
融
資

●
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

・
個
人
向
け
住
宅
へ
の
太
陽
電
池
設
置
の

補
助

・
地
球
温

暖
化
防

　

止
、太
陽

光
発
電

な
ど
の

環
境
学

習
の
講

師
紹
介

環
境
経
済
の
取
組
み
を
支
援
し
ま
す

▲農家への研修会
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屋
根
の
雪
下
ろ
し
も
交
通
の
妨
げ

に
な
ら
な
い
よ
う
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

■
路
上
駐
車
の
禁
止

　

路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
妨
げ

と
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
路
上
駐
車
が
あ

る
場
合
、
車
両
を
傷
付
け
る
危
険

性
が
高
い
た
め
、
そ
の
路
線
の
除

雪
が
で
き
な
く
な
り
、
結
果
と
し

て
除
雪
作
業
が
遅
れ
る
原
因
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
側
に
植
木
鉢
や
ゴ

ミ
箱
な
ど
が
あ
る
と
、
除
雪
作
業

に
よ
り
破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
置
か
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

■
ポ
ー
ル
な
ど
の
設
置

　

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
撤
去

不
可
能
な
工
作
物
が
あ
れ
ば
、
積

雪
時
に
も
位
置
が
分
か
る
よ
う

ポ
ー
ル
や
看
板
な
ど
を
設
置
し
て

■
生
活
道
路
や
家
周
辺
の
除
雪

　

除
雪
路
線
以
外
の
生
活
道
路
や

家
周
辺
は
、
区
、
近
隣
住
民
な
ど

で
協
力
し
て
除
雪
し
て
く
だ
さ
い
。

■
道
路
へ
の
排
雪
禁
止

　

家
周
辺
の
雪
を
道
路
へ
捨
て
ら

れ
る
と
、
交
通
の
妨
げ
と
な
り
大

変
危
険
で
す
の
で
、
道
路
に
は
雪

を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

く
だ
さ
い
。

■
排
雪
場
所
（
豊
岡
地
域
の
み
）

　

必
ず
次
の
指
定
の
場
所
に
排
雪

し
て
く
だ
さ
い
。

・
豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
横
「
あ
や
め
橋

付
近
」（
４
ト
ン
ま
で

の
小
型
車
）

Ｑ　

除
雪
に
は
、
ど
の
く
ら
い
の

費
用
が
か
か
っ
て
い
る
の
？

Ａ　

市
が
１
日
に
除
雪
す
る
距
離

は
、
約
７
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
、
こ
れ
は
豊
岡
市
か
ら
東
京

ま
で
に
相
当
し
ま
す
。
こ
の
距

離
を
市
と
委
託
業
者
の
除
雪
車

両
約
１
３
０
台
で
対
応
し
て
い

ま
す
。

　
　

昨
年
度
の
除
雪
作
業
費
用
は
、

約
１
億
円
で
、
１
日
当
た
り
約

１
、
２
０
０
万
円
の
費
用
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

何
時
か
ら
除
雪
を
す
る
の
？

Ａ　

市
で
は
、　

月
１
日
か
ら
３

１２

月
末
ま
で
を
除
雪
期
間
と
定
め
、

積
雪
深　

セ
ン
チ
以
上
に
な
る

１５

と
午
前
４
時
か
ら
除
雪
作
業
を

開
始
し
、
午
前
８
時　

分
ま
で

３０

に
終
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

除
雪
作
業
が
遅
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が

Ａ　

午
前
８
時　

分
ま
で
に
除
雪

３０

作
業
を
終
え
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
が
、
地
域
や
積
雪
状
況
、

路
上
駐
車
な
ど
の
影
響
で
遅
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
断
続
的
に
雪
が
降
っ

て
い
る
場
合
、
除
雪
作
業
を
終

え
た
路
線
で
も
、
再
び
積
雪
が

あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ　

除
雪
作
業
で
玄
関
前
に
雪
の

　
 
塊 
が
で
き
て
困
る
！

か
た
ま
り

Ａ　

除
雪
作
業
で
玄
関
前
な
ど
に

雪
の
塊
が
で
き
、
迷
惑
を
お
掛

け
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

道
路
の
交
通
確
保
を
優
先
し
て

除
雪
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
願
い

ご
存
じ
で
す
か
？　
　

　
　
　
　

除
雪
Ｑ
＆
Ａ

《
問
合
せ
》
建
設
課
建
設
管
理
係

�　

－

１
１
１
５
ま
た
は
各
総

２３
合
支
所
地
域
整
備
課

※
除
雪
に
関
す
る
問
合
せ
は
、
各

区
長
を
通
じ
て
お
願
い
し
ま
す
。

《
国
道
・
県
道
に
関
す
る
問
合
せ
》

但
馬
県
民
局
豊
岡
土
木
事
務
所

道
路
保
全
課
�　

－

３
７
５
３

２６

　

今
年
も
ま
も
な
く
雪
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。
市
で
は
、
道
路
の

交
通
確
保
を
優
先
す
る
た
め
、
幹
線
道
路
や
歩
道
を
除
雪
路
線
と

定
め
、
積
雪
深　

セ
ン
チ
以
上
に
な
る
と
早
朝
か
ら
除
雪
作
業
を

１５

行
い
ま
す
。

　

除
雪
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
協
力
く

だ
さ
い
。 道

路
の
除
雪
に
協
力
く
だ
さ
い
！

道
路
の
除
雪
に
協
力
く
だ
さ
い
！ 
道
路
の
除
雪
に
協
力
く
だ
さ
い
！

道
路
の
除
雪
に
協
力
く
だ
さ
い
！ 
道
路
の
除
雪
に
協
力
く
だ
さ
い
！ 

▲幹線道路の除雪をする除雪車（庄境）

道路をきれいに使ってください！！
　１０月２６日、ボランティア団体「８ ４  ＥＮＤＡ        」の

ハ シ エ ン ダ

皆さんが、ＪＲ豊岡駅の駅東西連絡道を清掃さ
れました。
　８４ＥＮＤＡは、アイティ７階の豊岡市民プラ
ザを中心にライブイベントを企画している音楽
グループで、日ごろの感謝の気持ちを形で表現
したいとのことから、アイティに接続している
市道の駅東西連絡道を清掃されました。
　当日は、１１人が参加し、連絡道のゴミ拾いや
窓拭きに汗を流しました。
　市民の皆さんも、道路美化に協力ください。



7 広報とよおか　2008.11.25

新庁舎建設基本構想（案）についての　　　
　　　市民説明会 ･意見募集を実施します

－意見をお寄せください－
　市では、１１月１８日に新庁舎建設市民検討委員会から提出された「新
庁舎建設に関する検討結果報告書」を基に、「豊岡市新庁舎建設基本
構想（案）」を策定中です。今後、１２月中には、新庁舎の建設位置を含
めた基本構想をまとめるとともに、来年３月末までに「豊岡市新庁舎
建設基本計画」を策定する予定です。
　そこで、この基本構想や基本計画の策定を前に、基本構想（案）につ
いての市民説明会・意見募集を実施します。都合の良い会場にお越し
いただき意見をお寄せください。

【意見募集】
◇募集期間　１２月１日（月）～１５日（月）必着
◇提出方法　所定の用紙またはハガキなどに意見と住所、氏

名、電話番号を記入の上、持参、郵送、または
メールで提出ください。

　　　　　※基本構想（案）や所定の用紙は、１２月１日（月）か
ら新庁舎建設推進室と各総合支所総務課に設置
し、市ホームページにも掲載します。

◇そ　の　他・提出された意見は、氏名などを除いて公開する
場合があります。

　　　　　・電話による意見の受付、個別回答はできません。
《提出・問合せ》新庁舎建設推進室�２１－９０２０
　　　　　　　　メールアドレス
　　　　　　　　shinchousha@city.toyooka.lg.jp

▲現在の市役所本庁舎

【説明会日程】
開催場所開催日

城崎総合支所　大会議室１２月３日（水）

じばさん但馬
　　５階　鞄協会ホール

１２月６日（土）

竹野総合支所　大会議室１２月１２日（金）

日高農村環境改善センター
　　　　　多目的ホール

１２月１７日（水）

出石総合支所　大会議室１２月１８日（木）

但東総合支所　大会議室１２月２１日（日）

※開催時間は、いずれも午後７時３０分か
らです。

１月上旬から 
円山川左岸堤防改修工事に伴い 
　市道常盤線の一部（坂路）を閉鎖（廃止）します 

と　き　わ 

　国により、現在、平成１６年台風２３号のような災害を防ぐため、円山川激甚災害対策特別緊急事業
により、一日市と小田井の円山川左岸約３ｋｍの間の堤防改修工事が行われています。この工事に

周知します。
《問合せ》
国土交通省近畿地方整
備局豊岡河川国道事務
所工務第１課
　�２２－４９０１
　建設課激特事業推進室
　�２３－１１１５

平成21年1月上旬 
閉鎖 

平成21年1月上旬 
閉鎖 

現在の県道 現在の県道 

円　山　川 

県道　豊岡瀬戸線　改良ルート 県道　豊岡瀬戸線　改良ルート 

豊
岡
大
橋

豊
岡
大
橋 

豊
岡
大
橋 

国
道
17
8号
 

国
道
17
8号
 

円山川左岸堤防改修工事　約3km円山川左岸堤防改修工事　約3km

堀川橋西詰 
交差点 

宮島交差点 

円　山　川 円　山　川 

坂路の通行規制 坂路の通行規制 

工事期間　通行止め 
完全閉鎖 
県道改良ルート 

● 

① ① 

③ ③ 

② ② 

北 

▲ ▲ 

�
 

K
T
R

宮
津
線

宮
津
線 

K
T
R
宮
津
線
 ① ① 

① 

B
Ａ 

伴い、市では、右図のとおり、県道豊岡瀬戸
線と接続する①市道常盤線の一部（坂路）を閉
鎖（廃止）します。そのため、□Ａ 県道から市道
へ降りる方は、②堀川橋西詰交差点で迂回し、
□Ｂ 市道から県道へ乗り入れる方は、③宮島交
差点で迂回してください。迷惑をお掛けしま
すが、協力をお願いします。
◇工事期限　平成２２年３月末（事業全体）
◇閉　鎖　日　平成２１年１月上旬
◇予告通知　閉鎖日の１カ月前に予告看板で
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年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●　

月　

日（
土
）は

１２

１３

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

●　

月
１
日（
月
）・
８
日（
月
）・

１２
　

日（
月
）・　

日（
月
）は

１５

２２

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時

３０

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

�
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

�
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
６
５

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

社
会
保
険
庁

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.sia.go.jp/

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

《
問
合
せ
》

▽
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

　

�　

－

０
９
４
５

２２

▽
市
民
課
市
民
係

　

�　

－

９
０
１
５
ま
た
は
各

２１
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
は
、

世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
の
制
度

で
す
。
あ
な
た
の
納
め
る
保
険
料

が
高
年
齢
世
代
の
生
活
を
支
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
あ
な
た

や
家
族
が
将
来
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
保
険
料
は

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら

送
付
さ
れ
る
「
国
民
年
金
保
険
料

納
付
案
内
書
」
で
、
金
融
機
関
・

郵
便
局
、
ま
た
は
近
く
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
付
く

だ
さ
い
。

　

お
得
な
割
引
の
あ
る
前
納
制
度
、

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
制
度
な

ど
も
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
金
融

機
関
・
郵
便
局
の
窓
口
で
「
国
民

年
金
保
険
料
口

座
振
替
納
付
申

出
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
く
だ

さ
い
。

●
付
加
年
金

　

本
人
の
申
し
出
に
よ
り
加
入
で

き
、
定
額
保
険
料
に
付
加
保
険
料

（
４
０
０
円
）を
加
え
て
納
め
ま
す
。

　

付
加
年
金
の
年
金
額
は
、
２
０

０
円
×
付
加
年
金
保
険
料
納
付
月

数
で
す
。
例
え
ば
、　

年
納
め
る

１０

と
「
２
０
０
円
×
１
２
０
月
＝
２

４
、０
０
０
円（
年
額
）」
が
基
礎

年
金
額
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
保
険
料
の
免
除
を
受

け
て
い
る
方
お
よ
び
国
民
年
金
基

金
へ
加
入
し
て
い
る
方
は
付
加
年

金
へ
の
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
障
害
年
金

　

病
気
や
け
が
な
ど
に
よ
り
障
害

者
に
な
っ
た
場
合
、
一
定
の
要
件

を
満
た
し
て
い
れ
ば
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・
国
民
年
金
の
被
保
険
者
期
間
中

に
初
診
日
の
あ
る
病
気
や
け
が

で
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
。

・
初
診
日
が　

歳
以
上　

歳
未
満

６０

６５

で
、
国
内
在
住
の
方
が
障
害
者

に
な
っ
た
と
き
。

・　

歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
方
が
、

２０障
害
者
に
な
っ
た
と
き
。

※
初
診
日
と
は
、
障
害
の
原
因
と

な
っ
た
病
気
や
け
が
で
、
初
め

て
医
師
の
診
療
を
受
け
た
日

●
寡
婦
年
金

　

国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者
と
し
て
の

保
険
料
納
付
済
期
間

ま
た
は
保
険
料
免
除

期
間
が　

年
以
上
あ

２５

る
夫
が
、
年
金
を
受
け
な
い
で
死

亡
し
た
場
合
に
、　

年
以
上
婚
姻

１０

期
間
が
あ
っ
た
妻
に
、　

歳
か
ら

６０

　

歳
ま
で
の
間
支
給
さ
れ
ま
す
。

６５
　

年
金
額
は
、
夫
の
基
礎
年
金
で

計
算
し
た
額
の
４
分
の
３
で
す
。

　

た
だ
し
、
妻
が
繰
り
上
げ
の
老

齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場

合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
遺
族
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
の
加
入
者
や
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
資
格
の
あ
る
方
が

亡
く
な
っ
た
場
合
、
そ
の
方
に
生

計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
「
子
の
あ

る
妻
」
ま
た
は
「
子
」
が
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

・「
子
の
あ
る
妻
」…
亡
く
な
っ
た

方
の
妻
（
子
が
あ
る
場
合
）

・「
子
」…
亡
く
な
っ
た
方
の
子

※
子
は
、　

歳
未
満
ま
た
は　

歳

１８

２０

未
満
で
障
害
の
あ
る
場
合
に
限

ら
れ
ま
す
。

※
加
入
期
間
、
納
付
状
況
、
本
人

の
所
得
な
ど
の
受
給
要
件
が
あ

り
ま
す
の
で
、
相
談
く
だ
さ
い
。

●
死
亡
一
時
金

　

第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
の
保

険
料
納
付
済
期
間
（
一
部
納
付
期

間
の
あ
る
方
は
そ
の
期
間
に
応
じ

て
計
算
し
た
期
間
）
が
３
年
以
上

あ
る
方
が
死
亡
し
た
と
き
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
死
亡
し
た
方
が
老
齢

基
礎
年
金
か
障
害
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
た
と
き
、
ま
た
は
そ
の

方
の
死
亡
に
よ
り
遺
族
が
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
と
き
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
短
期
在
留
外
国
人
の脱

退
一
時
金

　

国
内
在
住
の　

歳
以
上　

歳
未

２０

６０

満
の
外
国
人
も
、
国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
済
期

間
（
一
部
納
付
期
間
の
あ
る
方
は

そ
の
期
間
に
応
じ
て
計
算
し
た
期

間
）
が
６
カ
月
以
上
あ
り
、
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
の
な
い
短

期
在
留
の
外
国
人
に
は
、
被
保
険

者
資
格
を
喪
失
し
て
、
国
内
に
住

所
を
有
し
な
く
な
っ
た
日
か
ら
２

年
以
内
に
請
求
を
行
え
ば
、
脱
退

一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
は

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

に
は
独
自
給
付
が
あ
り
ま
す
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美
し
い
自
然
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に 

　

私
た
ち
は
、
石
油
や
電
気
な
ど

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
、
快

適
な
生
活
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
が
、
こ
の
ま

ま
石
油
な
ど
の
化
石
燃
料
に
頼
っ

た
生
活
を
続
け
て

い
く
と
、
二
酸
化

炭
素
は
増
え
続
け
、

環
境
へ
の
負
荷
も

増
大
し
ま
す
。

　

家
庭
や
事
業
所
が
、
こ
れ
ま
で

の
暮
ら
し
や
事
業
活
動
を
見
直
し
、

「
で
き
る
こ
と
か
ら
」「
ち
ょ
っ
と

で
も
」
と
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
行
動

を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
化
石
燃
料
の
使
用
を
減

ら
し
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
太
陽

光
や
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
上
手
に
取
り
入
れ
て

い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

市
内
で
も
、
て
ん
ぷ
ら
油
な
ど

の
廃
食
用
油
を
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
と
し
て
再
利
用
す
る
取
組

み
が
始
ま
っ
た
り
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
住
宅
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
が
、

少
し
ず
つ

「
ち
ょ
っ
と

で
も
」
で
き

る
取
組
み
を

進
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

よ
り
良
い
環
境
を
次
の
世
代
へ 

「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
」 

１１ 

環
境
基
本
計
画 

　

環
境
基
本
計
画
に
掲
げ
た
目
標
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。今
回
は
、環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
す
る
た
め
、石
油
な
ど
の
化

石
燃
料
に
頼
っ
た
生
活
を
見
直
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
や
、
新
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
環
境
政
策
係
�　

－

9
0
1
7

21

●
ご
み
の
な
いき

れ
い
な
ま
ち
を
！

　

自
然
環
境
の
保
全
と
生
活
環
境

美
化
の
た
め
に
、
区
長
会
を
は
じ

め
、
各
種
団
体
や
市
民
の
皆
さ
ん

の
協
力
に
よ
り
、
市
内
全
域
の
道

路
や
河
川
、
公
園
な
ど
の
ク
リ
ー

ン
作
戦
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
約
３
万
５
千
人
の
市

民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
可

燃
ご
み　

ト
ン
、
不
燃
ご
み　

ト

６８

１５

ン
、
土
砂　

ト
ン
を
回
収
し
ま
し

３１

た
。

●
不
法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん

　

例
年
、
実
施
し
て
い
る
ク
リ
ー

ン
作
戦
で
す
が
、
ご
み
の
収
集
量

は
、
一
向
に
減
少
し
ま
せ
ん
。
ク

リ
ー
ン
作
戦
で
き
れ
い
に
な
っ
た

場
所
も
、
次
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
時

に
は
、
再
び
、
ご
み
が
あ
り
ま
す
。

ご
く
一
部
の
人
の
身
勝
手
な
行
動

で
景
観
を
損
ね
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
で

　

環
境
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
市
の
取
組
み
な
ど

を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》生
活
環
境
課
生
活
環
境
係
�　

－

５
３
０
４

２３

場
合
、
個
人
で
５
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
、

法
人
で
１
億
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
ま
す
。

　

大
量
の
ご
み
の
投
棄
は
も
ち
ろ

ん
、
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
だ
後
、
何

気
な
く
ポ
イ
ッ
と
投
げ
捨
て
た
空

き
缶
や
タ
バ
コ
の
吸
殻
の
ポ
イ
捨

て
も
不
法
投
棄
に
な
り
ま
す
。

　
「
誰
も
見
て
い
な
い
か
ら
」「
自

分
さ
え
良
け
れ
ば
い
い
」
と
い
う

考
え
で
は
な
く
、
捨
て
ら
れ
た
ご

み
を
回
収
す
る
人
に
大
き
な
迷
惑

が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
、

美
し
い
豊
岡
の
自
然
を
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
た
め
、
責
任
あ
る
行
動

を
取
り
、
ご
み
の
不
法
投
棄
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
適
正
処
理
に
協
力
く
だ
さ
い

　

不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
の
中
に

は
、
通
常
の
家
庭
ご
み
で
収
集
で

き
る
ご
み
や
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
で

処
理
で
き
る
ご
み
も
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
各

家
庭
に
配
布
し
て
い
る
「
家
庭
ご

み
の
分
別
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
手
引

き
」で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
出
し
方
が
分
か
ら
な
い

時
は
、
生
活
環
境
課
に
電
話
な
ど

で
確
認
の
上
、適
正
に
処
理
し
て

く
だ
さ
い
。

○
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
応
の
機
器

を
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

○
冷
暖
房
温
度
を
適
切
に
設
定

し
ま
し
ょ
う（
夏　

度
、
冬　

２８

２０

度
）。

○
自
動
車
の
利
用
を
控
え
、
運

転
す
る
時
は
、
ア
イ
ド
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
プ
な
ど
、
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
個
人
住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
き
れ
い
に
す

る
こ
と
は
良
い
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
に
対
し

て
意
識
を
持
ち
、
ク
リ
ー
ン
作
戦

の
必
要
が
な
い
ま
ち
に
な
れ
ば
と

願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

▲クリーン作戦（小田井）

●
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　

市
で
は
、
不
法
投
棄
防
止
の
た

め
定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
や
啓
発

看
板
、
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

不
法
投
棄
の
防
止
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
警
察
と
連
携
し
て
、

摘
発
す
る
よ
う
対
処
し
て
い
ま
す
。

　

法
律
で
は
、
不
法
投
棄
を
し
た
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〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【　

月
】

１０
　

日
・
豊
和
会
例
会

１７
　

日
・
全
国
芝
居
小
屋
会
議

１８
　

日
・
但
東
い
ろ
ど
り
フ
ェ
ス
タ

１９
　

日
・
台
風　

号
被
災
者
追
悼
の

２０

２３

集
い
・
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
　

・
第
３
回
豊
岡
市
・
京
丹
後

市
合
同
会
議

　

日
・
大
石
り
く
ま
つ
り

２６
　
　

・
清
潔
で
明
る
い
町
づ
く
り

推
進
大
会

　
　

・
北
但
地
域
環
境
フ
ォ
ー
ラ

ム

　

日
・
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
締
約
国

２８

会
議（
〜　

月
４
日
）

１１

　

日
・
豊
岡
市
美
術
展　

全
但
児

３１

童
・
生
徒
作
品
展（
〜　

月
１１

４
日
）

【　

月
】

１１１日
・
全
日
本
身
体
障
害
者
野
球

選
手
権
大
会
（
〜
３
日
）

　
　

・
こ
と
ぶ
き
苑
祭

３
日
・
出
石
お
城
ま
つ
り

　
　

・
マ
ロ
ニ
エ
ま
つ
り

４
日
・
豊
岡
北
地
区
暴
力
追
放
防

犯
交
通
安
全
大
会

５
日
・
市
政
懇
談
会
（
竹
野
総
合

支
所
）

　
　

・
津
居
山
か
に
漁
出
港
式

６
日
・
松
葉
ガ
ニ
漁
解
禁

７
日
・
中
日
本
海
交
流
会
議　

８
日
・
豊
岡
南
地
区
暴
力
追
放
防

犯
交
通
安
全
大
会

　

日
・
円
山
川
左
岸
築
堤
工
事
起

１１

工
式

　
　

・
市
政
懇
談
会
（
日
高
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

　

日
・
市
議
会
臨
時
会

１３

　
　

月　

日
、
市
議
会
臨
時
会
が

１１

１３

開
催
さ
れ
、
議
会
役
員
が
改
選
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
岡
谷
邦
人
さ
ん
、
副
議

長
に
谷
口
勝
己
さ
ん
、
議
員
選
出

の
監
査
委
員
に
森
田
健
治
さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

円
山
川
の
生
き
も
の
を
守
る
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
駆
除
作
戦
を
実
施

外
来
生
物
問
題
を
み
ん
な
で
考
え
よ
う
！

市
議
会
役
員
人
事
決
ま
る

議
長
に
岡
谷
邦
人
さ
ん
、副
議
長
に
谷
口
勝
己
さ
ん

　

な
お
、
各
委
員
会
の
委
員
長
、

副
委
員
長
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長

■
常
任
委
員
会

【
企
画
総
務
委
員
会
】

　

◎
稲
垣
の
り
子　

○
門
間
雄
司

【
市
民
福
祉
委
員
会
】

　

◎
森
田　

進　

○
升
田
勝
義

【
文
教
委
員
会
】

　

◎
村
岡
峰
男　

○
福
田
嗣
久

【
建
設
経
済
委
員
会
】

　

◎
野
口
逸
敏　

○
広
川
善
徳

■
議
会
運
営
委
員
会

　

◎
古
谷
修
一　

○
川
口　

匡

■
特
別
委
員
会

【
議
会
広
報
特
別
委
員
会
】

　

◎
綿
貫
祥
一　

○
古
池
信
幸

【
交
通
網
問
題
調
査
特
別
委
員 

　

会
】

　

◎
椿
野
仁
司　

○
芝
地
邦
彦

【
庁
舎
建
設
調
査
特
別
委
員
会
】

　

◎
吉
岡
正
章　

○
木
谷
敏
勝

【
議
会
改
革
特
別
委
員
会
】

　

◎
伊
藤　

仁　

○
上
坂
正
明

　
　

月　

日
、
玄
武
洞
前
（
赤
石
）

１０

２６

の
円
山
川
の
入
り
江
で
外
来
魚
の

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
と
ブ
ル
ー
ギ
ル
の

駆
除
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
元
々
は
ア
メ
リ
カ

に
生
息
す
る
魚
で
し
た
が
、
食
用

や
釣
り
対
象
と
し
て
国
内
に
持
ち

込
ま
れ
、
急
激
に
数
を
増
や
し
て

い
ま
す
。
繁
殖
力
が
強
く
食
欲
も

旺
盛
で
、
国
内
に
昔
か
ら
生
息
す

る
生
き
も
の
た
ち
を
食
べ
つ
く
し

て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
円
山
川
の
生
き
も
の

を
守
る
た
め
、
円
山
川
漁
業
協
同

組
合
が
中
心
と
な
り
、
駆
除
作
戦

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
棒
で
水
面
を
た
た
き
な
が
ら

設
置
し
た
網
に
追
い
込
ん
だ
り
、

専
用
の
仕
掛
け
を
使
う
な
ど
し
て
、

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス　

匹
と
ブ
ル
ー
ギ

２０

ル
８
匹
が
捕
獲
・
駆
除
さ
れ
ま
し

た
。

　

同
組
合
組
合
長
の
田
川
与
志
美

さ
ん
は
「
円
山
川
の
豊
か
な
生
態

系
を
守
る
こ
と
は
大
切
で
す
。
こ

の
取
組
み
を
通
じ
て
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
外
来
生
物
の
危
険
性
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
や
ブ
ル
ー
ギ
ル

以
外
に
も
、
現
在
国
内
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
外
来
生
物
が
進
出
し
、
市

内
で
も
在
来
の
生
き
も
の
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
ペ
ッ

ト
や
観
賞
用
、
食
用
な
ど
、
海
外

か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
理
由
は
多
く

あ
り
ま
す
が
、
豊
岡
の
豊
か
な
自

然
環
境
を
未
来
に
残
す
た
め
に
、

次
の
３
つ
の
こ
と
に
協
力
く
だ
さ

い
。

●
入
れ
な
い　

悪
い
影
響
を
及
ぼ

す
恐
れ
の
あ
る
外
来
種
を
む
や

み
に
国
内
に
入
れ
な
い
。

●
捨
て
な
い　

ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
っ

て
い
る
外
来
種
を
自
然
の
中
に

捨
て
な
い
。

●
拡
げ
な
い　

自
然
の
中
に
い
る

外
来
種
を
他
の
地
域
に
拡
げ
な

い
。

▲水面をたたいて網に追い込む
駆除作戦

監査委員
森　田　健　治

副議長
谷　口　勝　己

議　長
岡　谷　邦　人
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ト
キ
知
事
に
会
う 

日
本
経
団
連
の
会
員
企
業
が
視
察
来
市

豊
岡
の
自
然
保
護
と
地
域
振
興
を
つ
な
い
だ
取
組
み
に
感
銘

　

鳥
取
県
東
部
の
「
因
幡
」
地
域

を
全
国
の
人
に
も
っ
と
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、
平
成　

年
４
月
か
ら

２１

翌
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
、「
２
０

０
９
鳥
取
・
因
幡
の
祭
典
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
鳥
取
県
東
部
地
域

の
１
市
４
町
を
舞
台
に
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
そ
れ

ら
の
先
陣
を
切
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
４
月　

日
１８

（
土
）〜
５
月　

日（
日
）ま
で
、
鳥

３１

取
砂
丘
オ
ア
シ
ス
広
場
で「
世
界

砂
像
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
夢
あ
ふ
れ
る「
砂
」の

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ワ
ー
ル
ド
を
ぜ
ひ

体
験
く
だ
さ
い
。

　

豊
岡
市
と
、
因
幡
地
域
の
各
自

治
体
は
「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

認
定
」
や
「
因
幡
・
但
馬
広
域
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な
ど
、
同
じ

目
的
の
事
業
に
取
り
組
む
良
き

パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
但
馬
・
因
幡

両
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
、
祭

典
を
盛
り
立
て
ま
し
ょ
う
。

　

お
得
な
前
売
入
場
券
は
、
観
光

課（
�　

－
９
０
１
６
）で
購
入
で

２１

き
ま
す
。

　
　

月　

日
、
社
団
法
人
日
本
経

１０

１７

済
団
体
連
合
会
自
然
保
護
協
議
会

会
員
企
業
の
環
境
部
門
担
当
者
な

ど
９
人
が
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復

帰
や
そ
れ
を
支
え
る
農
家
、
市
民

な
ど
の
取
組
み
を
視
察
す
る
た
め
、

豊
岡
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

と
共
に
生
き
る
豊
岡
の
取
組
み
に

つ
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
コ
ウ
ノ
ト
リ
湿

地
ネ
ッ
ト
や
河
谷
営
農
組
合
員
、

兵
庫
県
、
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷

公
園
の
職
員
、
中
貝
市
長
な
ど
か

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
や
加

陽
の
ビ
オ
ト
ー
プ
、
六
方
田
ん
ぼ
、

ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
、
出
石

永
楽
館
、
城
崎
温
泉
街
な
ど
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
企
画
し
た
同
協

議
会
顧
問
の
真
下
正
樹
さ
ん
は

「
中
貝
市
長
の
講
演
を
東
京
で
聞

い
て
、
ぜ
ひ
豊
岡
に
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
農
家
、
市
民

団
体
、
県
、
市
な
ど
の
関
係
者
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
役
割
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
や

城
崎
温
泉
、
出
石
永
楽
館
な
ど
豊

岡
の
資
源
を
生
か
す
考
え
方
が
よ

く
分
か
り
ま
し
た
。
他
の
地
域
と

比
較
す
る
と
、
自
然
保
護
と
地
域

振
興
を
つ
な
い
だ
取
組
み
が
特
徴

的
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

２
０
０
９
鳥
取
・ 
因  
幡 
の
祭
典
来
春
開
幕

い 

な 

ば

但
馬
・
因
幡
両
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て

▲奥田副市長（左）といなば
ＰＲフェアリーの田邊美和
子さん

▲無農薬の大豆栽培の説明に
耳を傾ける参加者たち

　

先
月
、
韓
国
の 
昌
原 
市
で
開
か

チ
ャ
ン
ウ
ォ
ン

れ
た
第　

回
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
締

１０

約
国
会
議
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
席

す
る
た
め
で
す
。

　

こ
の
条
約
は
、
国
際
的
に
重
要

な
湿
地
の
保
全
を
目
的
と
し
、
日

本
で
は
釧
路
湿
原
な
ど　

カ
所
が

３７

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
豊
岡
は
、

２
０
１
２
年
ル
ー
マ
ニ
ア
で
開
か

れ
る
次
回
会
議
で
円
山
川
下
流
域

の
登
録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

後
向
き
歩
き
転
倒
事
件
で
右
手

に
補
装
具
を
付
け
た
豊
岡
市
長
。

サ
ッ
カ
ー
で
痛
め
た
右
足
に
ギ
ブ

ス
を
は
め
、
け
な
げ
に
荷
物
を
運

ぶ
市
職
員
。
２
人
が
さ
っ
そ
う
と

歩
く
姿
は
感
動
的
で
あ
っ
た
と
評

判
で
す
。
会
議
場
の
保
安
検
査
で

は
、
市
職
員
が
通
る
た
び
に
ブ

ザ
ー
が
鳴
り
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、 
慶
尚
南
道 
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
主

キ
ョ
ム
サ
ム
ナ
ン
ド
ウ

催
の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
を
め
ぐ
る
豊
岡
の
取
組
み

を
報
告
し
ま
し
た
。
機
内
で
ブ
ツ

ブ
ツ
言
い
な
が
ら
覚
え
た
英
語
で

約　

分
。
ヒ
ナ
巣
立
ち
の
映
像
で

２０
は
涙
を
流
す
人
も
い
ま
し
た
。

　

Ｗ
Ｗ
Ｆ（
世
界
自
然
保
護
基
金
）

ジ
ャ
パ
ン
と
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

湿
地
を
増
や
す
市
民
の
会
」
主
催

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
前
回
と
一
字

一
句
違
わ
ぬ（
原
稿
ど
お
り
の
）ス

ピ
ー
チ
を
。
韓
国
･ 
済  
州 
島
か
ら

チ
ェ 
ジ
ュ

の
参
加
者
が
「
来
年
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
ぜ
ひ
出
席
を
」
と
言
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
民
、
団
体
、
企
業
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
住

め
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
豊
岡

の
姿
や
、
環
境
経
済
戦
略
の
ア
イ

デ
ア
と
実
践
は
、
強
烈
な
印
象
と

驚
き
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

慶
尚
南
道
の
知
事
が
会
い
た
い

と
言
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
中
国

か
ら
２
羽
の
ト
キ
が
贈
ら
れ
て
き

た
ば
か
り
で
、
豊
岡
に
大
き
な
関

心
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

翌
日
の
韓
国
の
新
聞
に
、
記
事

と
写
真
が
載
り
ま
し
た
。
見
出
し

に
は
こ
う
あ
り
ま
し
た
。

「
日
本
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
市
長
、
韓

国
の
ト
キ
知
事
と
出
会
う
」
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月　

日
、「
紅
葉
の
宴
〜
秋
に
酔
う
語
り
べ
〜
ラ

１０

２９

イ
ブ
」
が
、
城
崎
文
芸
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
豊
岡
出
身
で
木
屋
町
小
路
（
城
崎
町
湯

島
）
に
「
炭
ア
ー
ト
」
店
を
出
店
し
て
い
る
但
馬 
梵 ぼん

 
彩 
さ
ん
が
所
属
す
る
「
オ
ー
ル
ド
ク
ロ
ウ
ズ
」
に
よ

さ
いる

ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
元
有
志
で
結
成
し
た
和
太
鼓
ユ
ニ
ッ
ト

に
よ
る「
城
崎
湯
け
む
り
太
鼓
」や
、
市
外
か
ら
招
待

さ
れ
た
津
軽
三
味
線
奏
者
な
ど
に
よ
る
ラ
イ
ブ
が
披

露
さ
れ
、
市
民
や
観
光
客
な
ど
は
、
美
し
い
邦
楽
の

調
べ
に
し
ば
し
時
を
忘
れ
て
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
玄
関
前
で
は
、
城
崎
温
泉
観
光
協
会
員
が

露
店
を
出
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
　

月
２
日
、 
魚
食 
普
及
啓
発
イ
ベ
ン
ト
（
但
馬
地

う
お
し
ょ
く

１１
区
漁
協
青
壮
年
部
・
女
性
部
連
合
会
主
催
）
が
、
コ

ウ
ノ
ト
リ
本
舗
前（
祥
雲
寺
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
無
料
試
食
（
約
２
、

０
０
０
人
分
）
が
あ
り
、
開
園
記
念
特
別
公
開
中
の

県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
に
訪
れ
た
人
た
ち
は
、

思
わ
ぬ
ご
ち
そ
う
に
大
喜
び
で
し
た
。
他
に
も
、
津

居
山
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
赤
カ
レ
イ
や
ニ
ギ
ス
の
団

子
汁
、
イ
カ
飯
の
販
売
も
あ
り
、
地
元
の
お
い
し
い

海
の
幸
を
広
く
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
ハ
タ
ハ
タ
や
カ
レ
イ
も
お

い
し
く
な
り
ま
す
。
新
鮮
な
海
の
幸
が
食
べ
ら
れ
る

所
に
暮
ら
す
幸
せ
を
再
認
識
す
る
催
し
で
し
た
。

　
　

月
９
日
、杣
人（「
き
こ
り
」の
意
）づ
く
り
教
室

１１

「
炭
づ
く
り
体
験
」（
竹
野
南
里
山
の
会
主
催
）が
、
竹

野
南
森
林
公
園
で
開
催
さ
れ
、　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

２０

　

参
加
者
は
、
公
園
内
で
炭
の
材
料
と
な
る
松
ぼ
っ

く
り
や
椿
の
実
、栗
の
イ
ガ
な
ど
を
探
し
、ス
チ
ー
ル

の
空
き
缶
に
詰
め
て
焼
き
ま
し
た
。
焼
き
上
が
っ
た

炭
を
竹
筒
に
入
れ
る
と
素
敵
な
装
飾
品
の
完
成
で
す
。

　

ま
た
、
炭
焼
き
場
で
は
、
三
日
三
晩
焼
い
て
で
き

た
炭
を
、
釜
か
ら
出
す
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、す
く
も（
も
み
が
ら
）で
炊
い
た
ご
飯
、地

元
素
材
の
汁
、猪
の
焼
肉
で
、木
下 
功  
子 
さ
ん（
日
高

い
さ 

こ

町
水
上
）は
、「
前
回
に
続
い
て
参
加
し
ま
し
た
。ス

タ
ッ
フ
の
温
か
さ
も
魅
力
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲おいしいカニに、子どもたちも大喜び

▲オールドクロウズの歌と演奏に聞き入る来館者た
ち

▲上手に焼き上がった炭を見せ、きれいに飾りつけ
る参加者

但
馬
で
獲
れ
た
魚
は　
が
っ
せ
え
う
め
え
で
ぇ

カ
ニ
も
魚
も　

お
い
し
い
な

城
崎
文
芸
館「 
紅
葉 
の 
宴 
」

も
み
じ 

う
た
げ

さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
が
集
う
宴
に

酔
い
し
れ
て
…

 
杣  
人 
づ
く
り
教
室

そ
ま 
び
と

木
の
実
も
枝
も  
炭
の
芸
術
に
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まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報広聴係まで連絡ください。

　
　

月
８
日
、
小
坂
地
区
公
民
館
で
絵
手
紙
教
室
を

１１
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、　

月
か
ら
週
１
回
開
催
し
て
お
り
、

１０

今
回
で
４
回
目
。
講
師
の
長
谷
川
令
子
さ
ん
（
日
高

町
奈
佐
路
）
の
指
導
の
も
と
、
生
徒
４
人
が
小
坂
校

区
民
文
化
祭
に
作
品
を
出
展
す
る
た
め
、
筆
を
走
ら

せ
て
い
ま
し
た
。

　

絵
手
紙
は
、
ハ
ガ
キ
や
年
賀
状
な
ど
に
１
枚
１
枚

思
い
を
込
め
て
描
か
れ
、
柔
ら
か
く
表
現
さ
れ
た
絵

と
横
に
添
え
ら
れ
た
温
か
み
の
あ
る
言
葉
に
は
、
描

く
楽
し
さ
と
受
け
取
る
喜
び
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
絵
手
紙
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
き
っ

と
素
敵
な
世
界
が
広
が
り
ま
す
。

　
　

月　

日
、
第　

回
ち
び
っ
こ
カ
ー
ニ
バ
ル
が
日

１０

２６

２０

高
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
、
地
元
の
協
力

を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
約
７
０
０
人
の
親
子
が
、
電
流
イ
ラ
イ

ラ
棒
や
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ミ

ニ
列
車
の
試
乗
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
は
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

少
し
寒
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
つ
き
た
て
も
ち
」

の
ふ
る
ま
い
コ
ー
ナ
ー
で
は
ペ
ッ
タ
ン
ペ
ッ
タ
ン
と

も
ち
つ
き
が
始
ま
る
と
、
多
く
の
参
加
者
た
ち
が
列

を
つ
く
り
、
ア
ツ
ア
ツ
の
も
ち
を
お
い
し
そ
う
に
食

べ
て
い
ま
し
た
。

▲電流イライラ棒に挑戦する子ども。うまく抜けら
れるかな

　
　

月
９
日
、
「
み
ん
な
輝
け
！
中
山　

讓　

ゆ
ず

１１
り
ん
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
但
東
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で

開
催
し
、
親
子
な
ど
約
２
６
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

中
山　

讓
さ
ん
は
、
元
小
学
校
教
員
で
、「
ゆ
ず　

り
ん
た
ろ
う
」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
と
ら
え
、
全
国
の
小

学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
な
ど
で
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
歌
や
リ
ズ
ム
、
手
話
を
盛
り

込
み
、
舞
台
と
客
席
と
が
一
緒
に
な
り
、
会
場
は
笑

い
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
霜
倉
菜
摘
さ
ん（
資
母
小
３
年
）は
、

「
み
ん
な
と
一
緒
に
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
し
た
の
で

楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲表現方法などを中心に、講師の分かりやすい指導
を受ける生徒たち

▲舞台と客席とが一緒になり、歌い踊ったゆずりんコ
ンサート

ち
び
っ
こ
カ
ー
ニ
バ
ル

子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
が
い
っ
ぱ
い

ゆ
ず
り
ん
コ
ン
サ
ー
ト

み
ん
な
一
緒
に
両
手
を
上
げ
て

絵
手
紙
教
室

ミ
カ
ン
、ホ
オ
ズ
キ
、ポ
ニ
ョ
…

思
い
思
い
の
作
品
づ
く
り
に
没
頭
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農
作
業
を
し
て
か
ら
出
勤
す
る
。

仕
事
帰
り
に
は
夕
食
の
材
料
に
、

自
分
が
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
野

菜
を
収
穫
す
る
。
こ
ん
な
光
景
が

鳥
居
や
す
ら
ぎ
市
民
農
園
で
見
ら

れ
ま
す
。

　

同
農
園
管
理
組
合
組
合
長
の
広

井
昌
利
さ
ん
は
「
農
業
の
楽
し
さ

を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
く
て
市
民
農
園
を
開
園

し
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

同
農
園
の
敷
地
は
も
と
も
と
耕

作
地
で
し
た
が
、
作
付
け
を
す
る

人
も
少
な
く
、
荒
地
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
鳥
居
区
で
は
、
こ
の

耕
作
地
を
活
用
し
て
区
を
活
性
化

し
よ
う
と
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
市

民
農
園
に
し
、
そ
こ
に
食
堂
を
併

設
し
て
区
民
で
運
営
し
て
い
こ
う

と
決
定
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
着
工
後
の
平
成　
１６

年
、
台
風　

号
が
鳥
居
区
に
甚
大

２３

な
被
害
を
も
た
ら
し
、
変
わ
り
果

て
た
ま
ち
の
姿
に
区
民
の
心
ま
で

沈
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
嘆
い
て
ば
か
り
い
ら

れ
ず
、
広
井
さ
ん
は
区
民
と
一
丸

と
な
り
、
農
園
を
完
成
さ
せ
、
区

に
活
気
を
取
り
戻
そ
う
と
立
ち
上

が
り
、
平
成　

年
４
月
の
開
園
に

１９

こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

同
園
で
は
、
１
区
画　

平
方

５０

メ
ー
ト
ル
単
位
で
借
り
る
こ
と
が

で
き
、
お
い
し
い
空
気
と
肥
沃
な

大
地
に
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
、
す

が
す
が
し
い
気
分
で
農
業
が
体
験

で
き
ま
す
。
こ
こ
で
収
穫
さ
れ
た

野
菜
は
、
ど
ん
な
に
お
い
し
い
こ

と
で
し
ょ
う
。
少
し
ぐ
ら
い
形
が

い
び
つ
で
も
最
高
の
味
に
出
合
え

る
は
ず
で
す
。

　

で
は
、
農
業
の
経
験
が
な
い
人

が
農
業
を
始
め
た
い
と
思
っ
た
ら
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

同
園
で
は
、
年
４
回
の
農
業
講

習
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
日
ご
ろ
、

農
業
を
し
て
い
て
疑
問
に
感
じ
て

い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
丁
寧

な
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

広
井
さ
ん
は
、
こ
の
よ
う
な
講

習
会
を
企
画
し
、
自
ら
が
講
師
と

な
り
、
培
っ
た
知
識
を
伝
え
て
い

る
ほ
か
、
年
４
回
の
収
穫
祭
も
行

い
、
毎
回
、
大
勢
の
人
々
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
が
陰
か

ら
農
園
を
支
え
る「
ひ
ま
わ
り
会
」

の
皆
さ
ん
で
す
。
区
の
女
性
部
で

構
成
し
、
管
理
棟
に
併
設
さ
れ
た

食
堂
「
鳥
居
の
さ
と
」
を
順
番
に

切
り
盛
り
し
て
い
ま
す
。

　

看
板
メ
ニ
ュ
ー
の
「
か
ぁ
ち
ゃ

ん
定
食
」
は
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て

多
少
の
味
付
け
が
違
い
、
各
家
庭

の「
お
ふ
く
ろ
の
味
」が
楽
し
め
ま

す
。
何
度
足
を
運
ん
で
も
飽
き
な

い
と
こ
ろ
が
好
評
を
受
け
、
人
々

が
集
ま
り
、
憩
い
の
場
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　
「
開
園
し
て
か
ら
区
民
相
互
の

つ
な
が
り
が
強
く
な
っ
た
」
と
広

井
さ
ん
。
休
日
に
は
農
業
を
し
て

昼
食
は
地
元
産
野
菜
を
使
っ
た
料

理
を
食
べ
る
。
こ
ん
な
生
活
を
皆

さ
ん
も
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▲鳥居やすらぎ市民農園管理組合組合
長の広井さん。さまざまな人から農業
のノウハウを学び、知識を広げた。趣
味も農業というほど、根っからの農業
好き

さぁ 始めよう
　健康な体づくりは農業から

広
井
昌
利
さ
ん（　

歳
）出
石
町
鳥
居

６７

　

出
石
町
鳥
居
の「
鳥
居
や
す
ら
ぎ
市
民
農
園
」は
、同
区
の
区
民
で
切

り
盛
り
し
、そ
の
活
動
に
よ
っ
て
区
民
相
互
の
つ
な
が
り
が
強
ま
り
、少

し
ず
つ
活
気
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
代
表
者
を
紹
介
し

ま
す
。

▲今秋行われた収穫祭。バンド演
奏や即売会でにぎわった

▲

順
番
で
切
り
盛
り
す
る
「
ひ
ま
わ
り

会
」の
女
性
た
ち

気
軽
に
農
業
体
験

活
気
を
取
り
戻
せ
！

荒
地
を
有
効
活
用

農
業
講
習
会
で

�
土
い
じ
り
�を
勉
強

〔農園に関する問合せ〕広井さん�５２－４４２４
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「
う
ん
ぱ
っ
ぱ
」
は
、
豊
岡
地
域

を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
人
形
劇

サ
ー
ク
ル
で
す
。
平
成
８
年
に
発

足
し
、
現
在
９
人
が
所
属
し
て
い

ま
す
。
月
に
２
〜
３
回
程
度
、
地

区
公
民
館
な
ど
で
練
習
や
人
形
作

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
名
「
う
ん
ぱ
っ
ぱ
」

の�
う
ん
�は
楽
譜
の
�（
休
止
符
）、

�
ぱ
っ
ぱ
�は
�（
四
分
音
符
）。
う

〜
ん
と
休
ん
で
無
理
せ
ず
一
歩
ず

つ
前
進
し
よ
う
と
い
う
意
味
を
込

め
て
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

代
表
を
務
め
る
高
橋
浩
子
さ
ん

（
大
磯
町
）は
「
私
た
ち
主
婦
に
も

何
か
で
き
な
い
か
、
と
仲
間
に
呼

び
掛
け
、
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
で

活
動
を
始
め
ま
し
た
。
み
ん
な
集

ま
る
の
が
楽
し
く
、
ス
ト
レ
ス
発

散
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
笑

顔
で
話
し
ま
す
。

　
「
う
ん
ぱ
っ
ぱ
」の
手
が
け
る
人

形
劇
は
、
ギ
ニ
ョ
ー
ル
と
呼
ば
れ

る
指
人
形
で
、
舞
台
か
ら
人
形
ま

で
す
べ
て
手
作
り
。
活
動
を
始
め

た
こ
ろ
は
、
保
育
園
や
幼
稚
園
に

「
人
形
劇
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」

と
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
最

近
で
は
保
育
園
や
幼
稚
園
の
お
誕

生
会
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
子
育
て

セ
ン
タ
ー
、
地
区
子
ど
も
会
か
ら

小
学
校
の
授
業
ま
で
幅
広
く
公
演

依
頼
を
受
け
、
年
間
約　

回
の
公

１５

演
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。

　
「
公
演
中
は
子
ど
も
た
ち
と
人

形
が
会
話
す
る
、
そ
の
一
体
感
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
楽

し
い
」
と
人
形
劇
の
魅
力
を
高
橋

さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
無
理
を
せ
ず
楽

し
く
続
け
て
い
き
た
い
。
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
が
私
た
ち
へ
の
何
よ

り
の
ご
褒
美
で
す
」
と
話
す
メ
ン

バ
ー
の
顔
は
、
演
じ
る
喜
び
に
満

ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

人
形
劇
サ
ー
ク
ル『
う
ん
ぱ
っ
ぱ
』（
豊
岡
）

お
呼
び
が
掛
か
れ
ば
飛
ん
で
い
き
ま
す　
！！

　

周
囲
に
は
見
渡
す
限
り
の
自
然

が
広
が
り
、
空
を
見
上
げ
れ
ば
コ

ウ
ノ
ト
リ
が
舞
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
に
み

え
保
育
園
は
あ
り
ま
す
。

　
　

月
６
日
、
毎
年
恒
例
の
も
ち

１１
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、

そ
の
様
子
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

　

や
っ
と
来
ま

し
た
も
ち
つ
き

大
会
。
園
児
た

ち
は
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と
一

緒
に
も
ち
つ
き
が
で
き
る
日
を
心

待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

い
き
ま
す
。

　

も
ち
つ
き
が
始
ま
る
と
、
周
り

の
園
児
た
ち
が
元
気
に
応
援
し
て
、

つ
き
手
は
力
い
っ
ぱ
い
に
も
ち
を

つ
き
ま
し
た
。　

次
は
園
児
た
ち

が
も
ち
を
つ
き
ま

す
。
子
ど
も
用
の

小
さ
な
き
ね
で

ペ
ッ
タ
ン
ペ
ッ
タ

ン
。
も
ち
を
臼
か

ら
取
り
上
げ
る
と
、

今
に
も
落
ち
そ
う
な
程
、
柔
ら
か

く
仕
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

つ
き
上
が
っ

た
も
ち
を
保
護

者
の
方
々
が
小

さ
く
丸
め
て
、

き
な
粉
と
砂
糖
し
ょ
う
ゆ
で
味
付

け
し
て
い
き
ま
す
。
園
児
た
ち
は
、

�
待
っ
て
ま
し
た
�
と
ば
か
り
に

お
い
し
い
も
ち
を
ほ
お
張
り
、
笑

顔
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

１０ 

み
え
保
育
園 （
豊
岡
） 

〈
園
児
１４８
人
〉 

　

も
ち
つ
き
を
前
に
太
鼓
と
笛
の

お 
囃
子 
が
始
ま
る
と
み
ん
な
の
前

は 

や 

し

に
獅
子
舞
が
登
場
。
園
児
た
ち
は

獅
子
舞
の
不
思
議

な
動
き
に
釘
付
け

に
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、

獅
子
舞
に

頭
を
か
ま

れ
る
と
１

年
間
健
康

に
過
ご
せ
る
と
あ
っ
て
、
獅
子
舞

が
順
番
に
子
ど
も
や
大
人
を
か
ん

で
い
く
と
、
園
児
た
ち
は
笑
っ
た

り
泣
い
た
り
大
さ
わ
ぎ
で
し
た
。

　

法
被
を
着
た
保
護
者
や
地
域
の

方
々
が
、
お
囃
子
に
合
わ
せ
て
き

ね
と 
臼 
で
軽
快
に
も
ち
を
つ
い
て

う
す

▲城崎子育てまつりで「おちゃわんびっくり
こ」の公演を終えたメンバー

獅
子
舞
で
笑

 
獅  
子  
舞 
で
笑

し 

し 

ま
い

顔
と
泣
き
顔

顔
と
泣
き
顔

法
被
を
着
て

 
法
被 
を
着
て

は
っ
ぴ

き
ね
を
持
っ

き
ね
を
持
っ

て
さ
ぁ
つ
く

て
さ
ぁ
つ
く

ぞぞ

園
児
も
も
ち

園
児
も
も
ち

つ
き
に
参
加

つ
き
に
参
加

ア
ッ
ツ
ア
ツ

ア
ッ
ツ
ア
ツ

の
お
い
し
い

の
お
い
し
い

も
ち
も
ち
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シ
リ
ー
ズ 

14

「
市
奨
学
金
制
度
」 

　

学
校
の
小
規
模
化
は
、
全
国
的

に
年
々
進
ん
で
い
ま
す
。
豊
岡
市

で
も
合
併
後
３
年
間
で
、
小
学
校

児
童
数
は
、
２
５
０
人
以
上
減
少

し
、
現
在
、
複
式
学
級
を
編
成
し

て
い
る
学
校
が
４
校
あ
り
ま
す
。

　

小
規
模
校
の
長
所
は
、
児
童
の

状
況
が
把
握
し
や
す
く
、
一
人
ひ

と
り
の
個
性
や
能
力
に
応
じ
た
き

め
細
か
な
指
導
が
進
め
や
す
い
所

で
す
が
、
一
方
、「
人
間
関
係
が
固

定
化
し
、
互
い
に
鍛
え
に
く
い
」

「
多
様
な
個
性
と
の
触
れ
合
い
が

限
定
さ
れ
る
」
な
ど
の
課
題
が
あ

り
ま
す
。

　

小
小
連
携
教
育
は
、
小
規
模
の

小
学
校
が
近
隣
の
学
校
と
連
携
を

図
る
こ
と
で
、
そ
の
課
題
を
解
消

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

●
何
を
ど
ん
な
方
法
で
？

・
小
規
模
校
を
対
象
に
、
同
じ
中

学
校
区
に
お
け
る
小
学
校
同
士

の
姉
妹
校
方
式
で
実
施
し
ま
す
。

・
合
同
の
教
科
学
習
や
行
事
の
取

組
み
を
し
ま
す
。

●
ど
う
な
る
の
？

・
日
常
と
違
っ
た
同
学
年
の
多
く

の
友
達
と
学
習
す
る
こ
と
で
、

刺
激
を
受
け
、
学
び
の
意
欲
が

向
上
し
ま
す
。

・
合
唱
や
合
奏
、
球
技
な
ど
の
多

人
数
で
の
共
同
学
習
が
可
能
に

な
り
ま

す
。

・
他
校
の

児
童
を

知
る
こ

と
に
よ

り
、
中

学
進
学
へ
の
不
安
を
軽
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
現
在
の
実
施
校
は
？

・
中
竹
野
小
、
竹
野
小
、
竹
野
南

　

小
・
八
代
小
、
府
中
小

・
寺
坂
小
、
福
住
小

「
根
っ
こ
づ
く
り
」「
幹
づ
く
り
」へ
の
挑
戦
シ
リ
ー
ズ 

豊
岡
市
小
小
連
携
教
育
の
推
進 

　
市
で
は
、
小
・
中
学
校
９
年
間
で
「
生
き 

る
力｣

を
育
む
た
め
の
『
は
ば
た
き
プ
ラ
ン
』 

を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
中
核
と
な
る
「
小 

中
連
携
教
育
」
と
「
小
小
連
携
教
育
」
に
つ 

い
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

4

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
教
育
課
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
　
23
　
1
4
5
2

－
 

　

市
が
行
っ
て
い
る「
子
育
て
支
援
事
業
」を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
《
問
合
せ
》教
育
総
務
課
教
育
総
務
係
�　

－

１
１
１
７

２３

　

八
代
小
と
府
中
小
は
、
年
間
７

回
程
度
の
合
同
学
習
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
内
容
は
、
音
楽
・
体
育
・

図
工
・
環
境
学
習
な
ど
で
す
。

【
八
代
小
４
年
児
童
の
感
想
】

　

府
中
小
の
人
と
勉
強
し
ま
し
た
。

音
楽
室
に
入
る
と
教
室
い
っ
ぱ
い

に
た
く
さ
ん
の
人
が
い
る
の
で
と

て
も
緊
張
し
ま
し
た
。

　

僕
が
み
ん
な
を
見
て
び
っ
く
り

し
た
こ
と
は
、
リ
コ
ー
ダ
ー
と
歌

で
す
。
リ
コ
ー
ダ
ー
は
、
間
違
う

人
が
少

な
く
、

音
が
よ

く
響
い

て
い
ま

し
た
。

歌
は
、

リ
ズ
ム
よ
く
、
き
れ
い
な
声
で
楽

し
そ
う
に
歌
っ
て
い
た
か
ら
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

　

一
番
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
王

様
ド
ッ
ジ
で
す
。
府
中
小
の
人
の

投
げ
る
ボ
ー
ル
は
速
く
、「
す
ご
い

人
が
い
る
な
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
で
き
る
だ
け
た
く
さ

ん
の
人
と
友
達
に
な
っ
て
、
５
年

生
の
自
然
学
校
で
出
会
い
た
い
で

す
。

　

豊
岡
の
将
来
を
担
う
人
材
育
成

の
た
め
、
寄
付
金
を
も
と
に
し
た

奨
学
基
金
を
設
置
し
、
奨
学
金
と

し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

●
市
奨
学
金

▽
貸
付
人
数　

高
校
生
・
特
別
支

援
学
校
生（
高
等
部
）・
高
等
専

門
学
校
生
・
大
学
生

※
１
年
間
当
た
り（
計　

人
程
度
）

１５

▽
貸
与
額　

高
等
学
校
・
高
等
専

門
学
校　

月
額
９
、
９
０
０
円

大
学（
短
大
を
含
む
）月
額
４
４
、

６
５
０
円

※
貸
付
期
間
は
正
規
の

修
業
年
限
と
し
ま
す
。

▽
対
象
資
格

○
市
内
に
１
年
以
上
居
住
す
る
方

の
子
弟
で
、
学
校
教
育
法
第
１

条
に
規
定
す
る
高
等
学
校
・
特

別
支
援
学
校
（
高
等
部
）・
高
等

専
門
学
校
・
大
学
に
在
学
し
て

い
る
こ
と
（
専
修
学
校
・
各
種

学
校
は
該
当
し
ま
せ
ん
）。

○
人
物
お
よ
び
学
力
が
優
秀
な
方

で
、
在
学
学
校
長
の
推
薦
が
あ

る
こ
と
。
た
だ
し
、
新
た
に
入

学
し
た
方
の
推
薦
は
、
出
身
学

校
長
の
推
薦
と
し
ま
す
。

▽
申
請
期
間　
毎
年
４
月（
詳
細
は

市
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▽
返
還

○
奨
学
金
の
返
還
は
、
学
校
卒
業

１
年
経
過
後
か
ら　

年
の
半
年

１０

賦
均
等
償
還
で
す
。

○
奨
学
金
は
無
利
息
で
す
。

○
償
還
が
ま
だ
終
了
し
な
い
う
ち

に
、
本
人
の
病
気
等
特
別
の
事

情
で
返
還
が
困
難
と
な
っ
た
場

合
は
、
一
時
返
還
の
猶
予
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
償
還
が
ま
だ
終
了
し
な
い
う
ち

に
、
本
人
の
死
亡
等
特
別
な
事

情
に
よ
っ
て
返
還
が
困
難
と

な
っ
た
場
合
は
、
返
還
の
免
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
決
定　

応
募
者
の
中
か
ら
豊
岡

市
奨
学
生
選
考
委
員
会
で
選
考

し
、
決
定
し
ま
す
。

▽
そ
の
他　

奨
学
金
貸
与
額
は
、

国
立
大
学
・
県
立
高
校
の
授
業

料
の
改
定
に
合
わ
せ
て
変
更
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

八
代
小
と
府
中
小
で
の
取
組
み

▲合同の環境学習

▲合同学習でリコーダー
合奏をする児童たち
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　本コーナーに出演いただくお子さんを
募集します。対象は市内在住で２歳までの
乳幼児。お子さんの写真の裏に氏名（ふ
りがな）、性別、生年月日、保護者の氏名、
住所、電話番号とコメント（４０字以内）
を添えて、秘書広報課「すくすく日記係」
へお送りください。 

■
旭
日
双
光
章

▽
加
藤
良
和
（
出
石
町
奥
小
野
）

　

長
年
に
わ
た
り
旧
出
石
町
議
会

議
員
を
務
め
、
地
方
自
治
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

■
瑞
宝
双
光
章

▽
長
瀬
弘
之
（
日
高
町
広
井
）

　

長
年
に
わ
た
り
日
本
郵
政
公
社

職
員
、
特
定
郵
便
局
長
を
務
め
、

郵
政
事
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

▽
村
尾
敏
子
（
日
高
町
猪
子
垣
）

　

長
年
に
わ
た
り
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
た
じ
ま
荘
」
介
護
支
援

員
と
し
て
、
社
会
福
祉
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

■
藍
綬
褒
章

▽
三
原
良
昭
（
九
日
市
上
町
）

　

長
年
に
わ
た
り
保
護
司
を
務
め
、

少
年
な
ど
の
更
正
保
護
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

▽
河
原
豊
子
（
元
町
）

　

長
年
に
わ
た
り
豊
陵
保
育
園
の

保
育
士
と
し
て
、
社
会
福
祉
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

▽
国
府
地
区
公
民
館
（
日
高
町
国

　

府
）

　
「
国
府
か
る
た
」づ
く
り
を
契
機

に
地
区
内　

集
落
を
ま
わ
り
、
歴

１３

史
や
伝
承
を
聞
き
取
り
、「
国
府
も

の
が
た
り
」
と
し
て
ま
と
め
た
実

績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

■
自
治
功
労

▽
井
津
郎
治
（
竹
野
町
金
原
）

▽
徳
網
武
男
（
出
石
町
奥
山
）

▽
増
田
義
弘
（
竹
野
町
奥
須
井
）

▽
三
輪
卓
右
（
竹
野
町
桑
野
本
）

■
女
性
・
消
費
生
活
功
労

▽
岩
本
清
子
（
城
崎
町
上
山
）

▽
森
田
孝
子
（
日
高
町
池
上
）

▽
安
井
照
代
（
三
坂
町
）

▽
有
元
義
勝
（
城
南
町
）

▽
伊
藤
�
悟
（
城
崎
町
湯
島
）

▽
伊
原
道
夫
（
日
高
町
道
場
）

▽
岩
本
隆
夫
（
城
崎
町
楽
々
浦
）

▽
岩
本
照
雄
（
城
崎
町
上
山
）

▽
上
野
和
美
（
上
佐
野
）

▽
小
田
垣　

勇
（
日
高
町
佐
田
）

▽
木
瀬 
堯 
后
   

（
竹
野
町
小
丸
）

た
か 

み

▽
齋
賀
英
洋
（
岩
熊
）

▽
竹
中 
誠 
男
   

（
吉
井
）

の
ぶ 

お

▽
田
中
輝
彦
（
竹
野
町
二
連
原
）

▽
田
中　

弘
（
江
野
）

▽
寺
坂
広
道
（
船
谷
）

▽
中
島
久
夫
（
出
石
町
奥
山
）

▽
中
西
正
博
（
日
高
町
知
見
）

▽
土
生
田
孝
太
郎（
竹
野
町
浜
須
井
）

▽
細
谷
文
夫
（
日
高
町
谷
）

▽
山
根
盛
幸
（
出
石
町
桐
野
）

▽
吉
谷　

功
（
出
石
町
森
井
）

▽
吉
谷
貞
夫
（
出
石
町
片
間
）

▽
吉
岡
茂
男
（
竹
野
町
羽
入
）

▽
吉
田　

勲
（
日
高
町
浅
倉
）

■
寄
せ
植
え
部
門
・
優
秀
賞

▽
大
野
久
子
（
日
高
町
東
河
内
）

▽
河
本
恵
美
子
（
日
高
町
栗
山
）

▽
齋
藤
倫
江
（
日
高
町
森
山
）

▽
佐
藤
菅
子
（
日
高
町
庄
境
）

▽
多
田
圭
吾
（
日
高
町
野
々
庄
）

■
ハ
ン
ギ
ン
グ
・
壁
掛
け
部
門
・

優
秀
賞

▽
中
谷
邦
子
（
但
東
町
相
田
）

■
知
事
賞

▽ 
花  
谷  
泉 
那
   

（
港
中
２
年
）

は
な 
た
に 
い
ず 

な

　
「
水
中
に
で
き
る
不
思
議
な

シ
ャ
ボ
ン
玉
を
科
学
す
る
」
と
い

う
作
品
で
、
昨
年
に
引
き
続
き
２

度
目
の
知
事
賞
受
賞
で
す
。

（　

月　

日
〜　

月
４
日
、
総
合

１０

３１

１１

体
育
館
）

■
招
待
作
家
の
部
・
招
待
優
賞

▽
書
道　

坪
内 
翠 
楓
   

（
中
央
町
）

す
い 
ふ
う

■
一
般
の
部
・
市
長
賞

▽
書
道　

原　

昌
鶴

    

（
今
森
）

し
ょ
う
か
く

▽
写
真　

谷
口　

一

    

（
福
田
）

し
ゅ
ん
い
ち

■
高
校
の
部
・
市
長
賞

▽
絵
画　

黒
田
と
き
（
出
石
高
３

　

年
）

▽
書
道　

尾
下
小
百
合
（
出
石
高

　

３
年
）

（　

月　

日
〜　

日
、
大
分
県
大

１０

１１

１３

分
市
）

■
陸
上
競
技　

１
０
０
メ
ー
ト
ル

　

１
位
、２
０
０
メ
ー
ト
ル　
１
位

▽
河
上
翔
吾
（
出
石
特
別
支
援
学

校
高
等
部
２
年
）

おおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめ
でででででででででで
とととととととととと
うううううううううう
ごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいい
まままままままままま
すすすすすすすすすす

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

叙　
　

勲

兵
庫
県連

合
自
治
会
会
長
表
彰

　

☆
祝
２
歳
☆
歌
や
お
し
ゃ
べ
り
が

大
好
き
な
玲
音
�
こ
れ
か
ら
も
元
気

に
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね
☆

（
父 
哲
也
・
母 
加
奈
子
、日
高
町
祢
布
）

　

笑
顔
が
す
て
き
で
か
し
こ
い
翔
生

�
家
族
み
ん
な
の
宝
物
�
元
気
に
大

き
く
育
っ
て
ね　
!!

（
父　
良
朗
・
母　
美
加
、
伏
）

（平成１８年８月２９生）

松 崎 玲  音 
れ おん

ちゃん
（平成１９年６月２６生）

清 水 翔  生 
しょう き

ちゃん

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

褒　
　

章

兵
庫
県
自
治
賞

全
国
優
良
公
民
館
表
彰

第　

回
豊
岡
市
美
術
展

５９
第　

回
日
本
学
生
科
学
賞

５２

県
コ
ン
ク
ー
ル

第
８
回
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

２
０
０
８
ガ
ー
デ
ン
コ
ン
ペ
・

ひ
ょ
う
ご
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●豊　岡　市　役　所
　� 23‐1111
●城崎総合支所
　� 32‐0001
●竹野総合支所
　� 47‐1111
●日高総合支所
　� 42‐1111
●出石総合支所
　� 52‐3111
●但東総合支所
　� 54‐1000

　

年
末
は
、
師
走
で
慌
た
だ
し
く
、

忘
年
会
な
ど
で
飲
酒
の
機
会
も
増

え
、
い
ら
立
ち
や
気
の
緩
み
が
起

き
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
冬

の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
、
交
通

量
が
増
加
す
る
こ
と
か
ら
も
次
の

こ
と
に
十
分
注
意
し
て
、
交
通
事

故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

◆
運
動
の
重
点　

○
高
齢
者
の
交
通
安
全

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
す
べ
て
の
座
席
で
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

○
夕
暮
れ
時
の
交
通
安
全

　

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
推
奨
時
間

は
午
後
４
時
で
す
。

○
自
転
車
の
交
通
安
全

◆
飲
酒
運
転
撲
滅
！「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー

　

パ
ー
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
と
は
、「
自

動
車
で
飲
食
店
に
行
く
場
合
、
酒

を
飲
ま
ず
に
仲
間
な
ど
を
自
宅
へ

送
り
届
け
る
人
」
を
言
い
ま
す
。

飲
酒
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
を

決
め
、
飲
酒
運
転
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

◆
市
内
で
交
通
死
亡
事
故
多
発
！

　
　

月
に
市
内
で
起
き
た
交
通
事

１０
故
で
、
立
て
続
け
に
３
人
の
方
が

亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
２

人
は
高
齢
者
で
「
横
断
歩
道
の
な

い
道
路
を
渡
っ
て
い
る
時
、
自
動

車
と
衝
突
」
し
た
も
の
で
、
う
ち

１
人
は
、
自
宅
近
く
で
事
故
に

遭
っ
て
い
ま
す
。

　

歩
行
中
の
交
通
死
亡
事
故
の
６

割
が
自
宅
近
く
で
起
き
て
い
ま
す
。

家
庭
や
地
域
か
ら
交
通
安
全
を
広

め
ま
し
ょ
う
。

○
高
齢
者
は
余
裕
を
持
っ
て
道
路

を
渡
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
高
齢

者
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

■
交
通
安
全
の
た
め
に
、
次
の
こ

　

と
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う

　

月
１
日（
月
）〜　

日（
水
）

１２

１０

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

○
「
見
る
」
…
自
動
車
の
動
き
な

ど
、
周
り
を
よ
く
見
る
。

○
「
止
ま
る
」
…
道
路
を
渡
る
時

や
一
時
停
止
線
で
は
、
ま
ず
止

ま
る
。

○
「
待
つ
」
…
車
が
通
り
す
ぎ
る

な
ど
、
安
全
が
確
認
で
き
る
ま

で
待
つ
。

○
「
確
か
め
る
」
…
も
う
一
度
、

安
全
を
確
か
め
て
、
余
裕
を

持
っ
て
行
動
す
る
。

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
消
防
安

全
係
�　

－

１
１
１
１

２３

　

国
際
連
合
は
、
昭
和　

年　

月

２３

１２

　

日
に
世
界
人
権
宣
言
を
採
択
し
、

１０
　

月　

日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定

１２

１０

め
ま
し
た
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
同
日
を
最
終
日
と

す
る
１
週
間
を
人
権
週
間
と
し
、

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
の
た

　

月　

日（
水
）は
人
権
デ
ー

１２

１０

　

世
界
人
権
宣
言　

周
年

６０

　

人
権
擁
護
委
員
制
度　

周
年

６０

め
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
昭
和　

年
に
人
権

２３

擁
護
委
員
制
度
が
発
足
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
、
皆
さ
ん
の
人
権

を
守
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
困
っ
た
こ
と
が

あ
れ
ば
、
人
権
擁
護
委
員
に
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
人
権
擁
護
委
員
（
順
不
同
、
敬

称
略
）

▽
問
合
せ　

神
戸
地
方
法
務
局
豊

岡
支
局
�　

－

０
４
１
７

２３

氏名（住所）氏名（住所）
糸乘静代（日高町名色）阿部嘉代（高屋）

木下　護   （日高町芝）
まもる

 垣  谷  正  詔 （京町）
かき や まさ のり

 國  眼 　寛（日高町府市場）
こく がん

岸本 太準  （元町）
たいじゅん

吉岡美智子（日高町道場）橋本惠子（百合地）
柳原正伸（出石町細見）三原文子（九日市上町）
吉岡敏幸（出石町鍛冶屋）谷垣隆子（城崎町来日）

�橋 正 毅   （但東町栗尾）
まさ き

結城俊輔（城崎町湯島）

橋本正信（但東町坂野） 岡  嵜 國男（竹野町切濱）
おか ざき

八木 啓  明 （竹野町坊岡）
けい めい

期

間

期

間
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◆
点
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

（
初
級
）

　

図
書
館
の
点
字
資
料
を
作
成
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
初
心
者
も
気
軽
に
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月　

日（
土
）、
１
月

１２

１３

　

日（
土
）、
２
月　

日（
土
）、

１７

１４

３
月　

日（
土
）午
後
２
時
〜
４

１４

時（
計
４
回
）

▽
場
所　

図
書
館
本
館　

２
階　

視
聴
覚
講
演
室

▽
内
容　

点
字
の
基
礎
、

　

パ
ソ
コ
ン
入
力

▽
対
象　

点
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

興
味
の
あ
る
方
で
４
回
の
講
座

す
べ
て
に
出
席
で
き
る
方

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

２０

▽
そ
の
他　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
が

あ
る
方
は
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　
　

月
７
日（
日
）

１２

◆
ク
リ
ス
マ
ス
映
画
会

▽
日
時　
　

月
７
日（
日
）午
後
１

１２

時　

分
〜

３０

▽
場
所　

城
崎
分
館

　

お
は
な
し
の
へ
や

▽
内
容　

ミ
ニ
ブ
ッ
ク

　

ト
ー
ク
と
ア
ニ
メ
映
画
「
サ
ン

タ
さ
ん
は
大
い
そ
が
し
」
ほ
か

▽
対
象　

主
に
幼
児
・
児
童

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

２０

▽
申
込
期
限　
　

月
６
日（
土
）

１２

◆
歌
と
語
り
の
夕
べ

▽
日
時　
　

月　

日（
土
）

１２

２０

　

午
後
６
時　

分
〜

３０

▽
場
所　

出
石
文
化
会
館
ひ
ぼ
こ

ホ
ー
ル　

小
ホ
ー
ル

▽
内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ー
ラ
ス

と
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

▽
対
象　

小
学
５
年
生
以
上

※
小
学
生
の
み
の
参
加
は
送
迎
く

だ
さ
い
。

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

３０

▽
申
込
期
限　
　

月　

日（
木
）

１２

１８

◆
お
た
の
し
み
会
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

▽
日
時　
　

月　

日（
水
）

１２

２４

　

午
後
１
時　

分
〜

３０

▽
場
所　

日
高
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー　

２
階　

会
議
室

▽
内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
グ
ッ
ズ
製

作
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
な
ど

▽
対
象　

主
に
幼
児
・
児
童

※
未
就
学
児
は
、
保
護
者
同
伴

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

５０

▽
参
加
費　

１
０
０
円（
材
料
費
）

▽
申
込
期
限　
　

月　

日（
水
）

１２

１７

　

こ
こ
ろ
の
健
康
の
理
解
と
対
処

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月　

日（
金
）午
後
１

１２

１２

時　

分
〜
４
時

３０

▽
場
所　

じ
ば
さ
ん
但
馬　

２
階

多
目
的
ホ
ー
ル　
　

▽
内
容　

講
演
「
働
き
ざ
か
り
の

う
つ
〜
あ
な
た
が
・
家
族
が
・

同
僚
が
・
部
下
が
･
う
つ
に

な
っ
た
時
の
対
応
〜
」　

・
講
師　

関
西
労
災
病
院
心
療
内

科
精
神
科
部
長　

梅
田
幹
人
さ

ん
▽
対
象
者　

事
業
主
、
産
業
医
、

健
康
管
理
担
当
者
、
管
理
職
、

地
域
保
健
・
職
域
保
健
関
係
者

な
ど

▽
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　
　

月
５
日（
金
）

１２

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
健
康

福
祉
事
務
所
保
健
指
導
課
（
幸

町
）
�　

－

３
６
６
２

２６

　
　
　

－

４
４
１
０

ＦＡＸ
２４

　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
兵
庫
県
第　

団
６１

は
、　

周
年
記
念
の
祭
り
を
し
ま
す
。

３０

　

ぜ
ひ
来
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月
７
日（
日
）

１２

　

午
後
１
時
〜
３
時

▽
場
所　

市
民
会
館

　

４
階
全
フ
ロ
ア
ー

▽
内
容　

ゲ
ー
ム
、
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
作
り
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
、
お
化
け
屋
敷
、

腹
話
術
、
手
作
り
ク
ッ
キ
ー
・

パ
ン
・
お
目
覚
め
用
品
な
ど
の

販
売
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
な
ど　

※
新
入
団
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

社
団
法
人
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
兵
庫
県
第　

団　
代
表　

６１

宮
田
つ
る
子
�　

－

７
９
５
４

２３

　

子
ど
も
と
一
緒
に
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月
１
日（
月
）〜
６
日

１２

（
土
）午
前
９
時　

分
〜
午
後
４

３０

時
の
都
合
の
良
い
時
間

▽
場
所　

み
え
保
育
園（
鎌
田
）

▽
内
容　

園
内
や
保
育
の
自
由
見

学
（
申
込
み
は
不
要
）

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
法
人
み
え

　

保
育
園
�　

－

０
４
６
２

２４

み
え
保
育
園　

園
内
見
学
会

【
本
館
】�　

－

６
１
５
１

２３

働
く
人
の

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
祭
り

【
城
崎
分
館
】�　

－

９
０
７
２

２１

【
日
高
分
館
】�　

－

９
０
６
０

２１

【
出
石
分
館
】�　

－

５
４
８
９

５２

催

し

催

し

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
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▽
講
習
種
別　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

▽
日
時　
　

月　

日（
日
）午
前
９

１２

１４

時
〜
正
午

▽
場
所　

出
石
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル（
出
石
町
福
住
）

　

ク
リ
ス
マ
ス
は
、
親
子
で
楽
し

く
、
ケ
ー
キ
作
り
に
挑
戦
し
ま
せ

ん
か
。

▽
日
時　
　

月　

日（
月
）午
後
１

１２

２２

時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

▽
場
所　

豊
岡
エ
ネ
ル
ギ
ー　

調

理
室（
三
坂
町
）

▽
対
象　

３
歳
〜

　

未
就
学
児
と
保

　

護
者

▽
参
加
費　

１
、０
０
０
円

▽
定
員　
　

組（
先
着
順
）

１２

▽
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

▽
申
込
期
間　
　

月
１
日（
月
）〜

１２

　

日（
水
）午
前
９
時
〜
午
後
５

１０時
▽
申
込
み
・
問
合
せ　

チ
ャ
イ
ル

ド
ハ
ウ
ス
保
育
園

　

�　

－

３
９
０
０

２９

▽
日
時　
　

月　

日（
火
）午
後
２

１２

１６

時
〜
４
時

▽
場
所　

日
高
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

▽
講
習
内
容

・
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）の
使
用
方
法

・
大
出
血
時
の
止

　

血
法

・
窒
息
時
の
処
置

▽
定
員　
　

人
３０

▽
申
込
方
法　

消
防
本
部
豊
岡
消

防
署
、
各
分
署
、
出
張
所
、
お

よ
び
駐
在
所
に
あ
る
所
定
の
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー

ル
、
ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　
　

月　

日（
水
）

１２

１０

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
消
防

署
救
急
係
�　

－

８
０
３
８

２４

　
　
　

－

１
２
７
８

ＦＡＸ
２４

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

shobo

‐keibo@
city.toyooka.

lg.jp

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://119.city.toyooka.lg.jp

　

手
づ
く
り
教
室
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
手
編
み
か
ご
と
リ
ー
ス
づ
く
り

教
室

　

ア
ケ
ビ
や
青
つ
づ

ら
藤
の
つ
る
を
利
用

し
て
作
り
ま
す
。

▽
日
時　
　

月
６
日

１２

（
土
）午
後
３
時　
３０

分
〜
６
時

▽
場
所　

コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗
（
祥

雲
寺
）

▽
講
師　

山
野
草
愛
好
家　

安
井

福
夫
さ
ん

▽
参
加
費　

１
、６
０
０
円（
材
料

　

・
飲
み
物
代
）

▽
内
容　

お
正
月
の

寄
せ
植
え

▽
講
師　

県
立
フ
ラ

ワ
ー
セ
ン
タ
ー
園

芸
講
座
講
師　

宮

垣
義
巳
さ
ん

▽
参
加
費　

２
、５
０
０
円（
材
料

費
含
む
）

▽
申
込
期
限　
　

月
５
日（
金
）

１２

▽
募
集
人
員　
　

人（
先
着
順
）

４０

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
活
環
境
課

生
活
環
境
係
�　

－

５
３
０
４

２３

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り

講
習
・
教
室

講
習
・
教
室

普
通
救
命
講
習
会

た
じ
ま
花
と
緑
の
教
室

　
　

２
０
０
８「　

月
講
座
」

１２

コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
平
成　

年
２１

４
月
か
ら
の
保
育
所
入

所
希
望
児
の
申
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。産
前
・

産
後
、
育
児
休
業
復
帰
な
ど
に
よ

※
か
ご
と
リ
ー
ス
の
両
方
を
希
望

す
る
方
は
、１
、２
０
０
円
増
し

▽
持
ち
物　

タ
オ
ル
、

　
 
剪  
定 
バ
サ
ミ
、
目

せ
ん 
て
い

　

打
ち
、
大
き
め
の

　

ナ
イ
ロ
ン
袋

▽
定
員　
　

人
３０

▽
申
込
期
限　
　

月
５
日（
金
）

１２

◆
革
細
工
づ
く
り
教
室

　

切
抜
き
革
（
エ
コ
レ
ザ
ー
）
を

使
い
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
や
来
年

の
干
支
の
牛
な
ど
を
作
り
ま
す
。

▽
日
時　
　

月　

日（
土
）・　

日

１２

１３

１４

（
日
）午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

▽
場
所　

コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗

▽
参
加
費　

６
０
０
円（
材
料
代
）

※
申
込
不
要
で
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト

リ
本
舗
�　

－

８
２
２
２

３７ 共
通
事
項

募

集

募

集

平
成　

年
度

２１

　
　
　

保
育
所
入
所
児
募
集
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り
年
度
途
中
に
入
所
を
希
望
す
る

方
も
、
こ
の
機
会
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

市
内
在
住
で
あ
れ
ば
、
ど
の
地

域
の
保
育
所
で
も
申
し
込
め
ま
す

が
、
森
本
へ
き
地
保
育
園
は
竹
野

南
小
学
校
区
在
住
の
児
童
の
み
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

▽
申
込
方
法　

【
新
規
の
方
】
申
込
書
類
は
こ
ど

も
育
成
課
、
各
教
育
委
員
会
分

室
、
各
保
育
園
で
配
付
し
ま
す
。

記
入
の
上
、
い
ず
れ
か
に
提
出

く
だ
さ
い
。

【
継
続
の
方
】
必
要
書
類
を
保
育

園
か
ら
配
付
し
ま
す
。
記
入
の

上
、
各
保
育
園
に
提

出
く
だ
さ
い
。

※
児
童
を
家
庭
内
で
保

育
で
き
な
い
な
ど
の

一
定
の
基
準
を
満
た

す
こ
と
が
必
要
で
す
。

詳
細
は
、　

月
１
日

１２

か
ら
配
付
す
る
「
保

育
所
入

所
の
ご

案
内
」

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　
　

月
１

１２

日（
月
）〜　

日（
月
）

２２

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

▽
入
所
決
定　

１
月
下

旬
に
面
接
、
３
月
上

旬
に
入
所
内
定
予
定

▽
問
合
せ　

こ
ど
も
育

成
課
保
育
園
係

　

�　

－

０
０
５
３
ま

２９
た
は
各
教
育
委
員
会

分
室

対　象　児　童保　育　所　名地域

６カ月～就学前児童〔公立〕港・城南・西・東保育園
〔私立〕豊陵保育園豊岡

３カ月～就学前児童〔私立〕みえ・チャイルドハウス保育園

６カ月～就学前児童
〔私立〕城崎保育園城崎

〔公立〕竹野保育園
竹野

３歳～就学前児童〔公立〕森本へき地保育園

６カ月～就学前児童
※６カ月未満児は事前相談要

〔私立〕こくふ・八代・蓼川・
　　　　蓼川第二・静修・三方保育園日高
〔公設民営〕清滝・西気保育園

４カ月～就学前児童〔私立〕出石愛育園・小坂保育園出石

６カ月～就学前児童〔公立〕合橋保育園
但東

１１カ月～就学前児童〔公立〕高橋・資母保育園

開設場所名称開設場所名称

府中小学校
府中幼稚園

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

府中
豊岡めぐみ
幼稚園

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

豊岡

日高小学校
日高幼稚園

日高
豊岡ひかり
幼稚園

豊岡第２

静修小学校静修
八条幼稚園
八条小学校

八条

出石幼稚園弘道三江幼稚園三江

福住幼稚園福住五荘幼稚園五荘

寺坂幼稚園寺坂
旧五荘公民
館

五荘第２

小坂幼稚園小坂
田鶴野公民
館

田鶴野

小野幼稚園小野新田幼稚園新田

合橋小学校合橋港西幼稚園港西

高橋小学校高橋神美幼稚園神美

資母地区公
民館

資母城崎保育園城崎

竹野幼稚園竹野

　

放
課
後
留
守
家

庭
児
童
を
預
か
り
、

健
全
な
育
成
を
図

る
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
を
、
１
年
間

通
し
て
利
用
を
希
望
す
る
方
を
募

集
し
ま
す
。
な
お
、
夏
休
み
だ
け

の
利
用
は
原
則
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
育
休
復
帰
な
ど
で
年
度

途
中
か
ら
の
利
用
を
希
望
す
る
方

も
こ
の
機
会
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
い
内
容
を
記
載
し
た
チ
ラ

シ
や
申
込
用
紙
な
ど
は
、
こ
ど
も

育
成
課
、
各
教
育

委
員
会
分
室
、
お

よ
び
各
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
に
あ
り

ま
す
。

▽
対
象　

放
課
後
留
守
家
庭
の
小

学
１
〜
３
年
生
（
余
裕
が
あ
る

場
合
は
、
小
学
４
〜
６
年
生
、

幼
稚
園
児
も
対
象
）　

▽
申
込
期
間　
　

月　

日（
水
）〜

１１

２６

　

月　

日（
水
）

１２

１０

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

▽
問
合
せ　

こ
ど
も
育
成
課
こ
ど

も
育
成
係
�　

－

０
０
５
３

２９

平
成　

年
度

２１

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
　

入
所
者
募
集
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学
費
が
安
く
、
多
く
の
資
格
が

取
れ
、
高
い
就
職
率
を
誇
り
ま
す
。

▽
募
集
学
科
・
人
数

○
機
械
制
御
工
学
科　
　

人
程
度

１０

○
建
築
工
学
科　
　

人
程
度

１５

○
情
報
工
学
科　
　

人
程
度

１０

○
自
動
車
工
学
科　
　

人
程
度

１０

▽
試
験
日　

１
月　

日（
土
）

２４

▽
募
集
期
間　

１
月
５
日（
月
）〜

　

日（
金
）

１６
※
応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

　
（
九
日
市
上
町
）
�　

－

２
２
３
３

２４

　

弁
護
士
ま
た
は
司
法
書
士
に
よ

る
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時　
　

月　

日（
金
）午
後
１

１２

１２

時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

※
予
約
制　

１
人
当
た
り　

分
３０

▽
場
所　

市
民
会
館　
４
階　
中
会

議
室

▽
定
員　
　

人
程
度（
先
着
順
）

１０

▽
申
込
期
間　
　

月
１
日（
月
）〜

１２

　

日（
木
）

１１
▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
活
環
境

課
生
活
環
境
係
�　

－

５
３
０
４

２３

▽
対
象

①
平
成　

年
４
月
２
日
〜
平
成　

１５

１６

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
、
本
市

に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
幼
児

②
平
成　

年
４
月
２
日
〜
平
成　

１６

１７

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
、
本
市

に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
幼
児

※
②
は
中
竹
野
・
出
石
・
福
住
・
寺

坂
・
小
坂
・
小
野
幼
稚
園
の
み

▽
募
集
期
間　
　

月
１
日（
月
）〜

１２

８
日（
月
）

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

▽
申
込
方
法　
　

月
末
ご
ろ
に
各

１１

家
庭
へ
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

入
園
を
希
望
す
る
方
は
、
同
封

の「
入
園
願
」に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
各
幼
稚
園
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
特
別
の
事
情
に
よ
り
、

指
定
園
の
変
更
を
希

望
す
る
場
合
は
、
相

談
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

こ
ど
も
育
成
課
こ
ど

も
育
成
係
�　

－

０
０
５
３
ま

２９

た
は
各
市
立
幼
稚
園

▽
日
時　
　

月　

日（
土
）午
後
１

１２

２０

時
〜
４
時　

※
予
約
制

▽
場
所　

市
民
会
館　
４
階　
中
会

議
室

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司

法
書
士
会
但
馬
支
部

　

�
０
７
９－

６
７
６－

３
３
６
８

　
　

月
１
日
か
ら
実
施
し
て
い
る

１０
豊
岡
市
中
小
企
業
融
資
利
子
補
給

制
度
の
要
件
を　

月　

日
か
ら
緩

１０

２７

和
し
、
中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん
が

よ
り
利
用
し
や
す
く
し
ま
し
た
。

【　

月　

日
か
ら
の
改
正
後
の
内

１０

２７

容
】

▽
利
子
補
給
期
間　

短
期
融
資

（
１
年
間
）、
長
期
融
資
（
５
年

の
う
ち
３
年
間
）

▽
利
子
補
給
年
利
率　

１
・
０
％

▽
対
象　

最
近
６
カ
月
の
う
ち
、

連
続
す
る
３
カ
月
分
の
売
り
上

げ
ま
た
は
粗
利
益
が
前
年
同
期

　

重
度
の
障
害
の
あ
る
方
を
対
象

と
し
た
「
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
券
」
お
よ
び
人
工
透
析
患
者
、

高
齢
者
で
歩
行
が
困
難
な
方
を
対

象
と
し
た「
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
」

の
事
業
者
を
追
加
し
ま
し
た
。

▽
事
業
者
名　

ダ
イ
ワ
搬
送
サ
ー

ビ
ス
〔
大
和
自
動
車
㈲
（
日
高

町
上
石
）〕
�　

－

０
６
３
１

４２

　
　
　

－

５
０
６
３

ＦＡＸ
４２

※
車
い
す
の
方
は
、
予
約
が
必
要

▽
問
合
せ

・
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

…
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

�　

－

７
０
３
２
ま
た
は
各
総

２４
合
支
所
健
康
福
祉
課

・
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
…
高
年
福

祉
課
高
年
支
援
係

　

�　

－

０
０
５
５
ま
た
は
各
総

２９
合
支
所
健
康
福
祉
課　

と
比
べ
て
３
％
以
上

減
少
し
て
い
る
中
小

企
業
者
（
緩
和
前
は
、

売
上
高
が
５
％
以
上
減
少
）

▽
問
合
せ　

商
工
課
商
工
振
興
係

　

�　

－

３
８
７
２

２２

制

度

制

度

相

談

相

談

そ
の
他

そ
の
他

豊
岡
市
中
小
企
業
融
資
利
子

補
給
制
度
の
要
件
を
緩
和

福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
者
追
加

県
多
重
債
務
者
相
談
強
化

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
合
同
相
談
会

平
成　

年
度
生

２１

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

　
　
　
　
　
　
　

学
生
募
集

平
成　

年
度

２１

　
　

市
立
幼
稚
園
園
児
募
集

司
法
書
士
に
よ
る

登
記
･
相
続
･
多
重
債
務
･

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

　
　
　
　

無
料
法
律
相
談
会
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ＦＭラジオで豊岡市の情報をお知らせしています !!（周波数　76.4 メガヘルツ）　「豊岡きらめき情報局」毎週月曜日～金曜日　8：00～8：05、17：50～17：52

　

日
高
総
合
支
所
庁
舎
は
、
耐
震

診
断
、
補
強
設
計
、
お
よ
び
実
施

設
計
を
経
て
、
改
修
工
事
を　

月
１２

か
ら
平
成　

年
３
月
ま
で
行
う
予

２１

定
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に

は
、
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
整
備
場
所
・
内
容

・
図
書
館
日
高
分
館（
１
階
西
側
）

・
行
政
事
務
室
（
１
階
東
側
お
よ

び
２
階
）

・
子
育
て
き
っ
ず
ら
ん
ど
・
ホ
ー

ル（
３
階
）

・
空
調
設
備
の
更
新

▽
問
合
せ　

日
高
総
合
支
所
総
務

課
�　

－

９
０
５
２

２１

　
　

月
の
、
農
地
法
第
３
・
４
・

１２
５
条
（
農
地
の
売
買
・
農
地
の
転

用
等
）
な
ど
の
申
請
書
の
受
付
締

切
日
は　

月
５
日（
金
）で
す
の
で
、

１２

申
請
は
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

�　

－

９
０
２
１

２１

　

郵
便
局
㈱
近
畿
支
社
で
は
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
「
但
馬

の
小
京
都　

出
石
〜
五
万
八
千
石

の
城
下
町
〜
」
を
販
売
し
ま
す
。

▽
シ
ー
ト
構
成　

１
シ
ー
ト　

円
８０

切
手
×　

枚
（　

種
類
）

１０

１０

▽
価
格　

１
シ
ー
ト　

１
、
２
０

０
円
（
シ
ー
ト
単
位
で
販
売
）

▽
販
売
シ
ー
ト
数　

５
、
０
０
０

シ
ー
ト

▽
販
売
期
限　

１
月　

日（
金
）

３０

▽
販
売
場
所　

但
馬
地
域
の
郵
便

局（　

局
）窓
口

６４

※
通
信
販
売
は
し
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

郵
便
局
㈱
近
畿
支
社

　

営
業
本
部
（
郵
便
・
物
販
担
当
）

　

�　

－

６
９
４
４－

８
１
２
３

０６

　

地
元
医
師
会
と
豊
岡
病
院
の
地

域
連
携
に
基
づ
く
小
児
救
急
診
療

の　

月
の
日
程
と
担
当
医
師
を
お

１２
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
診
療
時
間
は
、
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
で
す
。

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
�　

－

６
１
１
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但
馬
の
小
京
都　
出
石
〜
五

万
八
千
石
の
城
下
町
〜
」
販
売

担当医師（住所）月　日

國屋正史
（養父市八鹿町）

７日

１２

月

赤松　亮
（九日市下町）

１４日

中沢　洋
（出石町本町）

２１日

金額（円）区　分

２４０，０００祝 金
御祝

１６７，０２７粗 酒 等

１３５，０００香 典 等
御供

１５９，２００供 花

１５９，０００会費・負担金

６，５００贈答・土産物

７１，３３５大会等「市長賞」

１０３，６７０市政ＰＲグッズ

１，０４１，７３２合　　　計

税務署からのお知らせ 
平成２０年１１月４日から税務署の電話は、自動音声案内に変わりました。 

来署による相談を希望する方は、事前に予約をお願いします。　  豊岡税務署 �22－2101

税
務
署
に
電
話 

一般的な相談 
・税の取扱い 
・申告手続　など 

税務署にご用の方 
・相談の事前予約 
・税金の納付相談 
・税務署への問い 
　合わせ　など 

1を選択 

2を選択 

電話相談センター 

税　務　署 

自動音声案内 番号 

「１」 

「２」 

「３」 

「４」 

「５」 

個人の年金や給与または事業などの所得税に関すること 
相続税や贈与税または土地や株式等の売買などに関すること 
法人税や消費税に関すること 
源泉所得税または年末調整などに関すること 
印紙税やその他の税などに関すること 

※「番号が確認できません。」という案内があった場合は、電話機の「＊」を押してから 
　番号を選択してください。 

相 談 し た い 内 容  
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12月の予定
図書館本館12月のカレンダー

土金木水火月日

654321
13121110987
20191817161514
27262524232221

31302928
■■　は休館日です。　

＊図書館の資料はホームページからも検索できます。
　図書館ＵＲＬ　http://www３.city.toyooka.lg.jp/

toyolib/index.html
　メールアドレス　toyolib@city.toyooka.lg.jp

休館日開館時間館

毎週火曜日・祝日・
図書整理日（月末）

午前１０時～午後６時
※金・土曜日は午後７時まで本館

午前１０時～午後６時
※日高分館…金曜日は午
　後７時まで

城崎・竹野
日高・出石
但東　　　

◆◆ 本　　　館 ◆◆　�２３‐６１５１
（京町５‐２８）　

◆◆ 竹　野　分　館 ◆◆　�２１‐９０７８
（竹野総合支所３階）　

土曜おはなしのへや
６日（土）午前１０時３０分～日　時
竹野分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

おはなし玉手箱
～もういくつねるとお正月～

２０日（土）午前１０時３０分～日　時
竹野分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
お正月に関連したいろいろな絵本の読み聞か
せやおはなし、詩、歌など内　容

◆◆ 日　高　分　館 ◆◆　�２１‐９０６０
（日高農村環境改善センター２階）　

絵本からのおくりもの
１３日（土）・２７日（土）午前１０時３０分～日　時
日高農村環境改善センター　和室（２階）場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

２１日（日）午前１０時３０分～日　時
日高農村環境改善センター　和室（２階）場　所
幼児または児童対　象
詩・ストーリーテリングなど内　容

おはなし会

◆◆ 出　石　分　館 ◆◆　�５２‐５４８９
（出石農村環境改善センター）　

３日（水）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　和室場　所
０～２歳児と保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

えほんのとびら

２７日（土）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　農事研修室場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ、ペープサートほか内　容

おはなし会

◆◆ 但　東　分　館 ◆◆　�２１‐９０３６
（但東市民センター１階）　

１３日（土）午前１１時～６日（土）午前９時３０分～日　時
合橋地区公民館高橋地区公民館場　所

幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

えほんのじかん

２０日（土）午前１０時３０分～日　時
但東分館　キッズコーナー場　所
絵本の読み聞かせと工作内　容

おはなしのもり

いっしょにおはなし会
４日・１１日・１８日・２５日　毎週木曜日
いずれも午前１０時３０分～日　時

本館　おはなしの部屋（１階）場　所
３歳ぐらいの幼児と保護者対　象
絵本の読み聞かせ内　容

おはなしのこべや
１３日（土）午前１０時３０分～日　時
城崎分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ・折り紙あそび内　容

◆◆ 城　崎　分　館 ◆◆　�２１‐９０７２
（城崎総合支所２階）　

５日（金）・１９日（金）午前１１時～日　時
城崎分館　おはなしのへや場　所
０～２歳児と保護者対　象
絵本の読み聞かせ内　容

おはなしひろば

おはなし会
２７日（土）午後２時３０分～日　時
本館　おはなしのへや（１階）場　所
幼児または児童対　象
詩・ストーリーテリング・絵本の読み聞かせ内　容

第９回古文書講座
〈初級〉午後１時２０分～２時５０分

２１日（日）日　時
〈中級〉午後３時～４時３０分

視聴覚講演室（２階）場　所

土曜としょかん
１３日（土）午前１０時１０分～１１時３０分日　時
本館　おはなしの部屋（１階）・工作交流室（２階）場　所
５歳以上対　象
詩・ストーリーテリング・クリスマス・リース（紙工作）内　容
２０人（先着順）定　員
１２日（金）申込期限

おはなしのゆりかご
４日（木）午前１１時～日　時
本館　おはなしの部屋（１階）場　所
０～２歳児と保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

読み聞かせ講演会
６日（土）午後１時３０分～３時３０分日　時
本館　視聴覚講演室（２階）場　所
市内在住の読み聞かせに興味がある方対　象
子どもを本の世界へ誘う内　容
武庫川女子大学講師　笹倉　剛さん講　師
５０人（先着順）定　員
５日（金）申込期限
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12月の予定 
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのさまざまな活動をしています。 
　参加費は無料でどなたでも参加できます。 
※詳細は各センターに問い合わせください。 
※定員があるものについては、事前に申し込みください。 

子育て総合センター　　２４-４６０４ 
（ＪＲ豊岡駅前アイティ７階） 火曜日休館 

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ
１日（月）・２５日（木）午前１１時～ほっとたいむ

日　時
２２日（月）午前１０時３０分～おやこふれあいたいむ

子育て総合センター　ふれあい広場場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
ほっとたいむでは唱歌や童謡を歌い、おやこふ
れあいたいむでは紙芝居やお手玉で遊びます。内　容

午前中は身長や体重の計測をします。その他

なかよし広場
１８日（木）午前９時３０分～１１時３０分日　時
豊岡市民プラザ　ほっとステージ場　所
２歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦対　象
子どもの自由遊びや交流、計測や子育て相談内　容

おやこっこ劇場
２０日（土）午前１０時３０分～１１時３０分日　時
子育て総合センター　子育て学習室場　所
就学前の乳幼児と保護者（きょうだいの参加
可）１５０人（先着順）対　象

パネルシアター＆ブラックパネルシアター、リ
ズム遊び内　容

子育てセンターで配布している整理券が必要
です。その他

城崎子育てセンター　　３２-４６６６ 
（城崎健康福祉センター２階） 土・日・月曜日休館 

クリスマス会
１７日（水）午前１０時３０分～１１時３０分日　時
城崎子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
サンタと遊ぼう内　容
子ども用と大人用のプレゼント（各５００円程度）持ち物
１日（月）～１０日（水）申込期間

１６日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
みんなで楽しく歌おう内　容

わいわいコーラス♪♪

竹野子育てセンター　　４７-２０３０ 
（竹野児童館） 土（午後）・日・月曜日休館 

３日（水）午前９時３０分～午後０時３０分日　時
中竹野地区公民館場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
親子でお正月料理作りを楽しもう内　容
１組７００円（材料代）参加費

クッキングに挑戦

９日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
サンタさんと遊ぼう内　容
１組５００円　※乳幼児１人増すごとに２００円参加費
ケーキ皿、フォーク、お茶持ち物

クリスマス会

小児救急セミナー
１３日（土）午後１時３０分～３時日　時
豊岡市民プラザ　練習室場　所
子育て中の保護者２５人程度（託児は１５人まで）対　象
子どもの救急～こんな時どうする～内　容
公立村岡病院総合診療科医師　山田博之さん講　師
１日（月）～１２日（金）申込期間

クリスマス会
１７日（水）午前１０時～１１時３０分日　時
但東子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
サンタさんと遊ぼう、出し物、お楽しみ会内　容
１１月２８日（金）～１０日（水）申込期間

日高子育てセンター　　４２-４６１０ 
（日高総合支所３階） 土・日・火曜日休館 

１２月５日（金）から日高文化体育館小ホールで開設します。

手遊び・ダンスの会
１５日（月）午前１０時３０分～１１時日　時
日高文化体育館　小ホール場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象

おたのしみ会
２４日（水）午後１時３０分～３時日　時
日高農村環境改善センター　８号室場　所
就学前の乳幼児と保護者、小学生３０組（先着順）対　象
メロディーベル演奏、クリスマスグッズ作りほか内　容
１００円（材料代）参加費
５日（金）～１７日（水）申込期間

子育てミニ講話
２６日（金）午前１０時３０分～１１時日　時
日高文化体育館　小ホール場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
栄養の話～子どもとおやつ～内　容

出石子育てセンター　　５２-６１８８ 
（出石ふれあいセンター） 土・日・水（午後）曜日休館 

クリスマス会
２４日（水）午前１０時～１１時３０分日　時
出石子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
ハンドベル、手品、音楽発表ほか内　容
参加者１人につき１００円参加費
８日（月）～１７日（水）申込期間

お母さんのためのおはなし会
２５日（木）午前１０時～１１時３０分日　時
出石子育てセンター　和室（２階）場　所
就学前の乳幼児を持つ保護者１２人程度（託児あり）対　象
絵本の読み聞かせ、絵本による子育てアドバイス
ほか内　容

図書館出石分館　西村範子講　師
８日（月）～１９日（金）申込期間

但東子育てセンター　　５４-１１１０ 
（但東中央体育館） 土（午後）・日・月曜日休館 

軽量粘土教室
３日（水）午前１０時～１１時３０分日　時
合橋地区公民館　研修室場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
軽量粘土でクリスマスツリー作り内　容
１組６００円（材料代）参加費
２日（火）申込期限
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施　設　の　イ　ベ　ン　ト 施　設　の　イ　ベ　ン　ト 
出石文化会館ひぼこホール
�５２‐６２２２　ＦＡＸ５３‐２１３１　（月・火曜日休館）

　デビュー２０周年を迎え、２１世紀に残したい名曲「会
いたい」など、大人の音楽で綴る思い出いっぱいのコン
サートをお楽しみください。

　平成２１年２月２１日（土）
　開演１６：３０（開場１６：００）
◇入場料　全席指定
　　　　　Ａ席４，２００円
　　　　　Ｂ席３，７００円
　　　　　桟敷席（ペア）
　　　　　６，８００円（当日券
　　　　　は各５００円増）
◇発売開始日
　友の会１１月２３日（日）　一般１２月３日（水）
　（各プレイガイドでも購入できす）

■沢田知可子コンサート２００９

■第５３回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
交流サロンで毎月１回程度コンサートを開催してい
ます。気軽にお立ち寄りください。

　１２月１４日（日）開演１４：００
◇場　所　交流サロン
◇出　演　篠原眞紀子
◇内　容　ピアノ演奏と弾き
　　　　　歌い、朗読ほか
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用ください。

豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ７階）
�２４‐３０００　ＦＡＸ２４‐３００４　（火曜日休館）

〒６６８‐００３１　大手町４‐５
メールアドレス plaza@city.toyooka.lg.jp

■ミュージック「ア・ラ・カルト」
　（サロンコンサート集大成）

～あのすばらしい愛をもういちど～
　交流サロンで毎月開催している「サロンコンサー
ト」の出演者によるステージです。

　１２月２０日（土）
　開演１９：００（開場１８：３０）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　レインボーフレンズ、
　　　　　吉田村、生田流筝曲
　　　　　双龍会日高支部、正
　　　　　垣　稔とその仲間たち、
　　　　　但馬防衛軍、フリーサウンドオーケスト

ラピックアップメンバー（ビッグバンド）
◇入場料　全席自由　一般（シングル）５００円（ペア）

８００円、中学生以下　無料
◇託　児　託児（１歳半～就学未満）を希望の方は、１２

月１０日（水）までに申し込みください。
◇チケット発売中

■踊りに行くぜ !!vol.９豊岡公演
　コンテンポラリーダンスのダンサーたちが日本各
地を巡回し、パフォーマンスを披露するダンス公演
プロジェクト『踊りに行くぜ！！』。豊岡公演には、ＮＨ
Ｋ「からだであそぼ」「サラリーマンＮＥＯ」テレビサ
ラリーマン体操の振付・出演な
どで活躍中の近藤良平さんも出
演されます。

　１２月１２日（金）
　開演１９：００（開場１８：３０）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　近藤良平、j.a.m.Dance Theatre、
　　　　　鈴木清貴×藤田拓也
　　　　　〈地元出演者〉Hip�ポップコーン、
　　　　　倶楽部１０３ダンス部
◇入場料　全席自由　一般（シングル）８００円（ペア）

１，５００円 ､高校生以下　無料〔当日券は一
般（シングル）１，０００円、ペアチケットは前売
りのみ〕

◇託　児　託児（１歳半～就学未満）を希望の方は、１２
月３日（水）までに申し込みください。

◇チケット発売中

▲近藤良平
〔撮影：丸尾隆一（ＹＣＡＭ）〕

■第７回プラザ寄席「ふれ愛亭」
　１月１０日（土）開演１９：００（開場１８：３０）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　たんたん落語会、たんたん落語笑年団
◇入場料　全席自由　一般５００円、高校生以下・６５歳

以上３００円
◇託　児　託児（１歳半～就学未満）を希望の方は、１２

月２５日（木）までに申し込みください。
◇チケット発売中

■～プラザほのぼの企画～
　「新春ファミリー音楽祭」出場家族募集！
　豊岡市ホールスタッフクラブとの共催企画として、
家族で参加する楽しい音楽祭を開催します。

　１月１８日（日）開演１４：００（開場１３：３０）
◇場　　所　ほっとステージ
◇内　　容　歌・器楽演奏またはそれらの組合せで

１家族１曲の発表（カラオケ可）
◇応募資格　２人以上の家族
◇募集組数　２０組（申込者多数の場合は抽選）
◇参　加　費　無料
◇申込方法　所定の用紙などに、住所、出場者名、年

齢、続柄、連絡先、曲名と歌手名、器楽演
奏、カラオケの有無を記入の上、郵送、
ファックス、またはメールで申し込みください。

　　　　　※出場者決定については、１２月下旬にお
知らせします。

◇申込期限　１２月２０日（日）

　出石少年少女合唱団では、このたび、クリスマス
コンサートを開催します。可愛らしい歌声をぜひ、
お聴きください。

　１２月１４日（日）開演１４：００（開場１３：３０）
◇入場料　全席自由　高校生以上５００円、中学生以下

無料（入場整理券が必要）
◇チケット発売中
※入場券の販売と入場整理券の配布は、ひぼこホー
ルで行っています。

■出石少年少女合唱団クリスマスコンサート

※チケットは、豊岡市民プラザのほかに市民会館、
図書館本館、城崎・竹野・日高地区公民館、ひぼ
こホール、但東市民センターでも購入できます。
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月の主な行事 平成２０年12
December

平成２０年１１月１日現在（前月比） 

豊岡市の人口 
合　計 

男　性 

女　性 

世帯数 

人 

人 

人 

世帯 

90,259 

43,192 

47,067 

31,950

（－35人） 

（－15人） 

（－20人） 

  （＋16世帯） 

手遊び・ダンスの会（１０：３０～日高文化体育館）（月）１５
手作りおもちゃ（１０：００～出石子育てセンター）
わいわいコーラス（１０：００～竹野子育てセンター）
たじま花と緑の教室２００８「１２月講座」

（１４：００～日高農村環境改善センター）

（火）１６

新庁舎建設基本構想（案）市民説明会
（１９：３０～日高農村環境改善センター）

（水）１７

なかよし広場（９：３０～豊岡市民プラザ）
新庁舎建設基本構想（案）市民説明会

（１９：３０～出石総合支所）

（木）１８

（金）１９
歌と語りの夕べ

（１８：３０～出石文化会館ひぼこホール）
ミュージック「ア・ラ・カルト」

（１９：００～豊岡市民プラザ）

（土）２０

城崎温泉柚子湯
（開湯～閉湯、城崎温泉各外湯）

新庁舎建設基本構想（案）市民説明会
（１９：３０～但東総合支所）

（日）２１

おやこふれあいたいむ
（１０：３０～子育て総合センター）

（月）２２

天皇誕生日（火）２３
かにサンタのクリスマスイベント

（１１：００～ＪＲ城崎温泉駅前）
おたのしみ会わくわくランド

（１３：３０～日高農村環境改善センター）

（水）２４

絵本の読み聞かせ（１０：３０～城崎子育てセンター）
ほっとたいむ（１１：００～子育て総合センター）
消防団年末特別警戒・巡視

（城崎地域、～３０日）

（木）２５

みんなで大掃除！！
（１０：００～竹野子育てセンター）

子育てミニ講話（１０：３０～日高文化体育館）

（金）２６

（土）２７
（日）２８

消防団年末特別警戒・巡視
（市内全地域、～３０日）

（月）２９

（火）３０
（水）３１

バルビゾン派展
（９：００～県立円山川公苑美術館、～１月１２日）
農業所得の収支計算説明会（１０：００～市民会館）
ほっとたいむ（１１：００～子育て総合センター）

（月）１

（火）２
クッキングに挑戦（９：３０～中竹野地区公民館）
軽量粘土教室（１０：００～合橋地区公民館）
新庁舎建設基本構想（案）市民説明会

（１９：３０～城崎総合支所）

（水）３

決算説明会（１０：００～じばさん但馬、１４：００～
日高農村環境改善センター）

（木）４

決算説明会（１０：００～竹野町商工会館、出石
農村環境改善センター、１４：００～城崎総合支

所、但東総合支所）
豊岡市国際交流協会クリスマスパーティー
「一般のパーティー」（１８：３０～豊岡市民プラザ）

（金）５

市民ふれあいのつどい（１３：００～日高文化体育館）
父親座談会（１３：３０～豊岡市民プラザ）
手編みかごとリースづくり教室

（１５：３０～コウノトリ本舗　祥雲寺）
新庁舎建設基本構想（案）市民説明会

（１９：３０～じばさん但馬）

（土）６

ガールスカウト祭り（１３：００～市民会館）
クリスマス映画会（１３：３０～図書館城崎分館）

（日）７

絵本の読み聞かせの会（１０：３０～日高文化体育館）（月）８
クリスマス会（１０：００～竹野子育てセンター）（火）９

（水）１０
スマートアップ教室（１３：３０～出石健康福祉センター）（木）１１
働く人のこころの健康づくり講演会

（１３：３０～じばさん但馬）
踊りに行くぜ！！ｖｏｌ．９豊岡公演（１９：００～豊岡市民プラザ）
新庁舎建設基本構想（案）市民説明会

（１９：３０～竹野総合支所）

（金）１２

革細工づくり教室
（１０：００～コウノトリ本舗　祥雲寺、１４日）

小児救急セミナー（１３：３０～豊岡市民プラザ）
点字ボランティア養成講座（１４：００～図書館本館）
豊岡市国際交流協会クリスマスパーティー

（１８：００～日高農村環境改善センター）

（土）１３

普通救命講習会（９：００～出石健康福祉センター）
第５３回サロンコンサート（１４：００～豊岡市民プラザ）
出石少年少女合唱団クリスマスコンサート

（１４：００～出石文化会館ひぼこホール）
豊岡市国際交流協会クリスマスパーティー「子
どものパーティー」（１８：３０～豊岡市民プラザ）

（日）１４
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埋蔵文化財の調査研究と保存活用に向けて 

（郷土資料館） 

出土文化財管理センター 出土文化財管理センター 出土文化財管理センター 

お出かけください 
このコーナーでは、豊岡市立の文化施設を巡り、紹介します。 

文化施設巡り １１ 

■所 在 地　豊岡市神美台１５７‐４０ 
　　　　　　�２６－００３３　ＦＡＸ２６－００３５ 
■開館時間　９：００～１７：００ 
■休 館 日　毎週土・日曜日・祝・休日、 
　　　　　　年末年始（１２月２８日～１月４日） 
■入 館 料　無料 

至出石 

六 

方 

川 

神美台スポーツ公園 

豊岡中核工業団地 

中嶋神社 

神美小学校 森尾古墳跡 

平尾家住宅 三開山 

出土文化財管理センター 

神美トンネル 

▲当センター職員の
　中村由美がご案内します。

Trademark of American Soybean Association

　土器片は洗浄し、細い筆でデータ
を書き入れてから接合パズルに取り
組みます。

▲出土品の整理作業
　 鹿  角 製の小さな釣針です。弥生時

ろっ かく

代前期の貝層から、魚骨などに混
じって見つかりました。

▲駄坂川原遺跡の釣針
　２カ所の収蔵庫には大量のコンテ
ナがあります。大きくは遺跡別に
なっています。

▲出土品の収蔵庫

　玄関ロビーの壁にかかっています。
実際の断面を薬剤を用いてはぎ取っ
たものです。

▲中谷貝塚の貝層標本
　縄文時代後期の深鉢形の土器です。
芸術的な形と曲線の文様が目を引き
ます。

▲辻遺跡の縄文土器
　 白  鳳 寺院の軒先を飾った 文  様 瓦で

はく ほう もん よう

す。ハスの花を図案化したもので、
別文様の瓦がもう一種類あります。

▲三宅廃寺の軒丸瓦

「広報とよおか」は、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

　出土文化財管理センターは、出土品の収蔵管理を目的とした施設ですが、遺跡の
発掘調査や研究業務の拠点でもあります。
　出土する遺物には、土器・陶磁器・石器のほかに、保存に気を遣う金属製や木製
のものもあるため、必要に応じて薬剤による保存処理を施しています。膨大な数の
収納箱と写真・図面などの記録類を合わせ、貴重な資料を適正な評価とともに後世
に伝える大切な役割を担っています。
　調査と管理が主な業務ですが、出土品や研究成果の活用を図るため、施設見学や
学習活動などにも応じています。
　周辺には、貝塚・古墳・古代寺院跡・山城跡など、多くの文化遺産が点在する歴
史性豊かな場所にあります。ぜひ散策がてら、センター内をのぞいてみてください。


